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は じ め に

情報化社会の進展に伴 う情報基盤の格差是正が叫ばれて久 しく、地域において も、情報利用のため

の環境整備の要請が高まり、各所において情報化の促進がなされている。

当協会においても昭和54年 度か ら昭和58年度の5ヶ 年にわたり、地域情報拠点の育成事業を実施 し、

地域データの整備、クリア リング機能の形成、データ交換利用を中心に地域情報化の基盤整備を推進

してきた。また、昭和59年 度から昭和61年 度の3ヶ 年において も、地域内オンライン ・ネットワークに

よる情報流通システムに関する調査研究事業を行い、地域活性化 と情報の有効利用を目的に、地域内

の情報流通 システムの ビジョン作成を行った。

この間においても、情報処理技術、通信技術の発達は著 しく、データベースの構築やサービス化の

動向、データ通信技術の向上、ニ ューメディアに代表される手段の多様化、法制度問題の審議等、情

報流通のための諸条件が整 ってきている。また、地域においても産業、社会、生活のあ らゆる分野で

情報化が急速に進展 してきている。 しか しながら、多種多様な情報を組み合せて利用する等の地域ニー

ズに対 して、必ず しも充分な状況とはいえないことも事実である。

こうした状況を踏まえ、地域の実態に即 したかたちで、ニーズに対応 した情報利用の高度化を図る

ことを目的に、昭和62年 度から3ヶ 年にわたり、 「地域における情報利用の高度化に関する調査研究」

事業を実施することとした。本事業は、福岡地域をモデル地域とした 「マルチメディアに対応 した地

域開発支援型情報システムに関する調査研究」及び名古屋地域をモデル地域 とした 「名古屋地域にお

けるオンラインデータベース利用の高度化に関する調査研究」の二つの調査研究から構成されている。

本報告書は、 「地域における情報利用の高度化に関する調査研究」事業のうち、福岡地域の 「マル

チメディアに対応 した地域開発支援型情報システムに関する調査研究」について昭和63年 度に当協会

が、㈱日本統計センターに委託、実施 した内容をまとめたものである。

最後に、本調査研究にあたって、御指導、御協力をいただいた委員はじめ、関係各位に感謝の意を

表 します。

平成元年3月
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調査研究の概要
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1-1調 査研 究の 目的

地域開発は、その時々の時代の要請として取 り上げられており、これまでに全国総合開発計画をは

じめとして、モデル定住圏構想 ・工業再配置計画 ・テクノポ リス等様々な構想が打ち出され実施され

てきた。

国の出先機関や地方公共団体では、地域社会の一つの指針としてビジョンや長期計画等を作成する

とともに、地域開発や企業誘致を推進 してきている。

しか しなが ら、 ビジョンや長期計画では全体としての方向性は把握できて も、具体的に個々の地域

開発や企業誘致を推進するための情報は別途収集及び分析 しなければならない状況である。このうち、

人口 ・出荷額 ・所得等の数値データは比較的にシステム化が進んでいるものの、土地利用状況や交通

体系等の図形処理を必要とする情報は、システム化が遅れているため、手作業に依存する部分が非常

に多い。

このような状況を踏まえ本事業では3カ 年計画でこれまでの人口等の数値情報に加え、土地利用台

帳や交通体系等の文字情報、図形情報及びマルチメディアに対応 した情報処理技術を活用 して、九州

地域 における地域開発を支援するための情報システムにっいて調査研究を行 う。

1-2実 施計画

① 昭和62年 度は、地方公共団体や九州進出企業等を対象に、企業立地 ・技術開発 ・人材育成 ・リ

ゾー ト開発 ・基盤整備等の地域開発における必要情報 ・情報の入手状況 ・システムの利用状況等に

っいて実態調査を行うとともに、地域開発支援型情報システム(パ イロットシステム)の 概念設計

を行 う。

② 昭和63年度は、前年度の概念設計に基づき、パイロットシステムとして反映すべき具体的機能及

びデータ等を明確にし、パイロットシステムの詳細設計を行う。

③ 平成元年度は、前年度の詳細設計に基づき、パイロットシステムを開発 し、実用化に向けた評価

を行 う。

1-363年 度の事業概要

本年度設計するパイロットシステムは、個別 ・具体的な地域開発や企業誘致を推進するための情報

を支援する 「マルチメディアに対応 した地域開発支援型情報システム」の評価を行 うためのものであ

る。特に、事業所立地を考えている事業者の立地地域、地点の選定作業の支援及び、自治体の地域開

発計画支援(現 状把握支援を主 として)を 主目的としたシステムを志向 した。
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ただ し、パイロット・システムにおいて、ハー ドソフ トの制約がある為、次のような機能にっいて

の実現は見送ることとした。

① オンライン検索 ・機能

② 地形図等のイメージ画像 との璽ね合せ表示 ・機能

③ 検索時の自動集計機能(一 部は実現)

また、地域開発を推進するのに必要な情報は、マクロな情報からミクロな情報まで、多岐にわたっ

ているがパイロットシステムの制約を踏まえデータ収集の労力を考えると、大量の ミクロ情報の蓄積

は困難である。よって、収集情報の種類 ・収集地域範囲や収集す る地域 レベルなど、ある程度データ

を絞りこむことにした。さらに、時系列データにっいても一部の指標の比率を採用 し割あいすること

に した。

なお今回は、モデル地区として工業集積が進んでいるが時代の変化により構造転換が必要とな って

来ている北九州地区を選定 しパイロットシステムを構築 していくこととするご
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昭和63年 度事業実施経過

1,本 委 員会 ・専 門委 員会の第1回 合同委員会(63.07.27)

13:30～16=00

・昭 和63年 度 事業計画の検討

・パ イ ロ ッ トシステム詳細設計方針 の検討

2.第2回 専門委員 会(63.10.27)

10:30～13=00

・パ イロ ッ トシステムにおいて収集格納す るデータの検討

3.本 委員会 ・専門委員会の第2回 合同委員会 (63.12.07)

14:00～16:00

・パイ ロ ッ トシステムにおいて収集格納す るデ ータの検討

・昭和62年 度報告書作成方針等の検討

4.第4回 専門委員会

・昭和63年 度報告書(案)の 検討

5.本 委員会 ・専門委員会の第3回 合同委員会

・昭和63年 度報告書の検討

(事業実施経過表)

(01.02.08)

10:00～13=00

(01.03,02)

15:00～17:00

63

5 6

i
7{8 9 10 11 12
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1 2 3

*本 委員会
○下

旬

ト

♀
旬

♀
旬

*専 門委員会
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○
下
旬

○
同
上
♀
旬

○
同
上

*詳 細設計 }
i li

*報 告書作成 }i 1
ii
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2.パ イ ロ ッ トシス テ ム に搭 載 す る

デ ー タの検 討





2-1蓄 積情報の検討

211.1ニ ーズの高い情報

昨年度、企業を対象とした 「情報の収集や利用状況に対する実態調査」を行ない、地域開発支援型

情報 システムによって提供すべき情報にっいて検討 したが、これによると企業のニーズの高い情報と

しては、次のようなものがあげられた。

表2-1要 望度の高い情報項目

企 哀 立 地 技 術 開 発 ・ 人 材 育 成 リ ゾ ー ト 開 発 基 盤 整 賃

順 位 情 報 名 頓 位 惰 田 名 順 位 情 田 名 順 位 情 偲 名

1 土 地 価 「さ の 状 況 1 試 験 研 究 テ ー マ リ ス ト | 土 地 面 積 1 人 口 構 造

2 雇 用 状 況 2 技 術情 報提供 機関の現 況 1 地 形 の 状 況 1 産 藁 構 造

3 優 遇 婚 置 等 の 状 況 2 技術関 係補助 金専の現 況 1 道 路 の 状 況 3 工 集 構 造

4 土 地 面 積 4 民間企寮の研究開発部門の現況 1 土 地 価 格 3 土 地 利 用 の 状 況

5 道 路 の 状 況 4 産 学 官 等 共 同 研究 等 の現 況 5 レ ジ ャ ー 施 設 5 農 林 水 産 婁 の 状 況

6 企 瑛 の 状 況 4 研究開 発プロ ジェク トの現況 5 リ ゾ ー ト の 状 況 5 遁 路 の 状 況

7 人 口 構 造 7 技 術 力 の あ.る 全 姿の 概 要 5 対 象 地 域 7 工 場 立 地 動 向

8 商 室 隅 適 8 種 類 男1|〕〔藁 所 有 樹 σ){り助fト 散 8 地 質 の 状 況 7 技術 基盤(そ の3)

8 県別 就労 呂労賃の状 硯 8 公 設 試 験 場 の 現 況 8 文 化 的 観 光 資 源 9 商 議 構 造

8 電 力 事 菓 の 状 況 8 虚字 官等連 携田口の 現況 8 人 口 構 造 9 財 政 の 状 況

8 工瑛已地 ・不適地の状況 8 地 場 産 某 の 吸 況
「

9 工 笈団 地 苓 の 状 況

12 新 規 学 卒 者 就 職 者 散 12 製造章の製品伸び率 ・特化係数 9 技術 基盤(そ の1}

12 産 某 公 害 対 蘭 の 状 況 12 研 究 者 人 材 リ ス ト 9 肢 術基盤(そ の2)

」2 官公庁の企瑛立地担当部署等 14 藁 屑 刷 出 御 領 u 上 地 面 ぼ

12 工 妄 用 水 施 設 の 状 況 14 加 工 技 術 別企 業 リ ス ト 14 全 集 の 扶6～

12 郡 市 計 画 の 用 途 14 技 術1旨 導 車 額 の 現 況 i4 雇 用 状 況

口 大 反目小 売店舗の 状況 14 理 工系卒 套者の就 職者故 i4 工藁適地 ・不適地の状況

18 世 帯 構 造 18 理 工 系 大 学 の 現 況 14 土 地 価 格 の 状 況

19 玉 簾 立 地 動 向 18 技 術 ア ドバ イ ザ ー リ ス ト " 優 遇 憤 置 等 の 状 況

19 河 川 ・地 下 水 の 状 況 18 教 育 削 日 頃 関 の 現 況 20 河 川 ・地 下 水 の 状 況

(注)昨 年度実施の 「情報の収集や利用状況に対する実態調査」による。
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アンケー ト調査による情報に対するニーズを踏まえデータベース化を行 うために情報タイプを分析

すると次のように分類 される。

企業(地 方自治体)が 求める情報

・各種統計情報

・施策 ・制度情報

・企業情報

・人材情報

・技術情報

・情報源情報

・地域情報

・文献情報

必要な情報形態

・数値情報

・図面情報

・説明文書

必要なデータ地域の範囲

・全国

・ブロック別(関 東、関西、九州等)

・県別

・市区町村別

・小地域別(町 丁、メッシュ等)

2.1.2地 域 開発支援型情報 システムにおけるデータベース

地域開発計画 をサポー トす る情報 は、ア ンケ ー ト調査 か らもわかるよ うに、 ミクロな情報か らマク

ロな情報 まで、 またその レパ ー トリー も多岐 にわ た って いるが本 システムの実際上の運 用面等を考慮

すると、 どのよ うな情報 を蓄積す るのが適切で あろ うか。

ここで は、データ入手 の難易度 、また本 システムでの利用頻度 の点 か ら検討、整理 し 「地域開発支

援型情報 システム」にお けるデータベースの情報一 覧と して掲げた。

なお、これ らの情 報に は、ア ンケー ト以外 に もヒア リング等でニー ズの高か ったデ ータにっ いて も

その一部 を加 えてい る。

一6一



表2-2地 域開発型支援情報 システムにおけるデータベースの情報一覧

1.町 丁 別情報

区分 項 目 デつの型 デ ー タ 源

面積 総面積 定量 全国都道府県市町村別面積調べ

人口 総人口 定量 国勢調査

男女別人[] 〃 ノノ

年齢別人口 〃 〃

職業別人口 〃 〃

産業別就業者数 〃 〃

世帯総数 〃 〃

産業 産業別事業所数 定量 事業所統計調査

構造 産業別従業者数 〃 〃

2.市 町村別情報

区分 項 目 データの 型 デ ー タ 源

人口 移動人口 定量 国勢調査

人口集中地区の人口 〃 〃

面積 可住地面積 定量 全国都道府県市町村別面積調べ

人口集中地区の面積 〃 国勢調査

産業 産業別の従業者規模別事業所数 定量 薯撲 所統計調査

構造 業種別事業所数 〃 工業統計

業種別従業者数 〃 〃

業種別製造品出荷額 〃 〃

商店数 〃 商業統計

従業者数 〃 〃

販売額 〃 〃

売場面積 ノノ 〃

立地 業種別工場立地件数 定量 通産局調べ

状況 業種別工場立地面積 〃 〃

業種別特定工場届出件数 〃 〃

業種別特定工場届出面積 〃 〃
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3.県 別 情報

区分 項 目 データの 型 デ ー タ 源

県民 県民所得 定量 県民経済計算年報

経済 県民総生産 〃 〃

県民総支出 〃 〃

勤労者世帯実収入 〃 ノノ

業種別卸売物価指数 〃 物価統計年報

費目別消費者物価指数 〃 〃

労働 男女別就学者数 定量 学校基本調査報告書

学校種別就学者数 〃' 〃

学部 ・学科別学生数 〃 〃

学部 ・学科別就職者数 〃 /ノ

設備 新設住宅着工戸数 定量 建築統計年報

投資 公共工事種類別発注額 〃 〃 経済統計年報

教育 進学率 定量 学校基本調査報告書

環境

モー列 駐車場数 定量 自動車駐車場年報

ゼーショ

ン

金融 機関種別金融機関数 定量 経済統計年報

住宅 公営住宅数 定量 公共施設状況調べ

新築住宅数 〃 住宅統計調査報告

住宅所有世帯数 〃 〃

居住状況(面 積 ・室数 ・畳数) 〃 〃

水道普及人口 ・率 〃 水道統計要覧

下水道普及人口 ・率 〃 〃

し尿処理人口 ・実施率 〃 公共施設状況調べ

ごみ処理人日 ・実施率 〃 !ノ

病院数 ・病床数 〃 衛生統計年報

労働 有効求職者数 定量 労働市場年報

新規求職者数 〃 〃

有効求人数 〃 〃

新規求人数 〃 〃

新規学卒者求人倍率 〃 〃

所定外労働時間 〃 毎月勤労統計要覧

完全失業率 〃 労働力調査年報

男女別平均賃金 ノノ 賃金センサス

男女別学歴別初任給 〃 〃
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区分 項 目 データの 型 デ ー タ 源

県民

経済

財政力指数

項目別家計消費支出

定量
〃

市町村別決算状況調べ

統計調査年報

モー列

ゼーショ

ソ

乗用車保有数

ガソリンスタンド数

定量
〃

自動車検査登録協会調べ

通産局調べ

都市

基盤

飲食店の数 ・規模 定量 商業統計

技術 工業集積度 定量 通産局調べ

4.観 測所別情報

区分 項 目 データの 型 デ ー タ 源

気候 月別年平均気温 定量 理科年報

等 月別年平均相対湿度 〃 〃

風速の最大記録 〃 〃

月間日照時間の月別平均値 〃 〃

月別天気日数 〃 〃

月別年平均降水量 〃 〃

地震の発生年と地点 ・規模 〃 〃

5.地 図 情報

区分 項 目 デ汐の型 デ ー タ 源

土地

価格

地点別工業用地推定価格

商業地の地価公示価格

住宅地の平均地価公示価格

定量
〃

〃

通産省 ・工場適地調査

地価公示

〃

土地

利用

土地利用計画 ・構想 文書 通産省 ・工場適地調査

地域

指定

地域指定の状況

工業再配置法の指定

都市計画法の指定

都市計画法の用途

定性
〃

〃

〃

通産局調べ

〃

自治体調べ

〃

地質 地質概況 文書
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6.文 書 情報

区分 項 目 デづの型 デ ー タ 源

公害 産業公害防止条例 文書 自治体調べ

対策
'

公害防止協定の締結状況 〃 〃

工業 工業用水区分 定性 通産省 ・工場適地調査

用水 水量 定量 〃

取水可能料 〃 〃

水質 文字 〃

エネル 電力料金単価 定量 通商産業省調べ

ギー ガス料金単価 〃 〃

優遇 補助金制度 文書 自治体調べ

措置 税制 〃 〃

貸付制度 〃 〃

企業誘致条例 〃 〃

担当部署名 文字 自治体調べ

担当者名 〃 〃

電話番号 ノノ 〃

所在地 〃 〃

労働 Uタ ーン希望人材職種別希望数 定量

Uタ ーン希望人材経歴 文字

教育 教育現場の状況 文書

環境

技術 加工技術別企業 リス ト リスト

産学官等連携組織及び共同研究の 〃 通産局調べ

リス ト

技術情報提供機関のリスト 〃 〃

技術ア ドバイザーの リス ト 〃 〃

一

技術 技術指導事業のリス ト リスト 通産局調べ

主要 官公庁(国 ・県) リスト 電話帳

施設 学校(高 等教育機関) 〃 学校基本調査

公設試験場 〃 通産局調べ

研究所 〃 科学技術要覧

主な文化厚生施設一病院 ・美術 ・ 〃 通産省 ・工場適地調査

博物館

主な観光施設 一公園 ・温泉 ・ゴルフ場 〃 〃
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7.個 別 情 報

区分 項 目 デ汐の型 デ ー タ 源

工業 工業団地名称 文字 通産局調べ

団地 工業団地面積 定量 〃

工業用地別の面積 〃 〃

遊休地別の面積 〃 〃

工業団地の価格(最 低 ・最高) 〃 ノノ

立地 企業名 文字 通産局調べ

企業 所在地 !ノ 〃

電話 〃 〃

資本金額ランク 定性 〃

従業員数ランク 〃 〃

主要製品 ・商品名 文字 〃

港湾 港湾名 文字 各県港湾台帳

港湾種別 定性 〃

泊地面積 定量 港湾統計年報

水深区分別バース数 〃 〃

水深区分別バース延長 〃 〃

旅客量 〃 〃

貨物量 〃 〃

空港 空港名 文字 運輸局調べ

空港種別 定性 〃

旅客量 定量 〃

貨物量 〃 〃

近郊大都市からの距離 〃 〃

8.線 情 報

区分 項 目 デつの型 デ ー タ 源

道路 道路路線名 文字 道路統計年報

整備率 定量 〃

交通量 〃 〃

鉄道 鉄道路線名 文字 運輸局(JR)調 べ

駅名 〃 〃

単線 ・複線の別 定性 〃

電化の有無 〃 〃

旅客量 定量 県統計年鑑

貨物量 〃 〃
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2-2パ イ ロ ッ トシ ス テ ム に お け るデ ー タベ ー ス

パイロットシステムの構築対象地区は北九州市を中心 とすることとした。

地域データの階層性は次のように定義することとした。

図2-1地 域 データの階層性

]一

全国は県別でデータを蓄積する

福岡県内は市区町村別、更に、その市町村を

くくった広域市町村圏別にデータを蓄積する

北九州市内は町丁別、更に、その町丁をくく

った国勢統計区別でデータを蓄積する
町 丁

後述するが、パイロットシステムにおけるハー ドの容量等の点か ら、パイロットシステムにおける

データベースは、極力蓄積情報を絞 りこむ必要がある。そこでデータの必要度、入手の容易性等を勘

案 して次のような情報を収集 してゆく。

なお、町丁別情報、市区町村別情報、県別情報については(表2-2)の ような形式で格納する。
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表2-3パ イ ロッ トシステムにおける蓄積情報一覧

町丁別情報

}区分 指標名称 年次 単位
`

瀟 面積 60 ha 1

人

口

国勢調査人口 ・60 60 人

住基台帳人口 ・61 61 人

住基台帳人口 ・63 63 人

0～4歳 人口 60 人

5～9歳 人口 60 人

10～14良 人0 60 人

15～19歳 人 口 60 人

20～24鍛 人口 60 人

25～29廟 人口 60 人

30～34歳 人口 60 〈

35～39歳 人口 60 人

40～44良 人口 60 人

45～49良 人ロ 60 人

50～54歳 人[1 60 人

55～59歳 人口 60 人

60～64歳 人口 60 人

65～69腹 人口 60 人

70～74歳 人口 60 人

75-∵79歳 人 口 60 人

80～84腹 人口 60 人

85歳 以上人口 60 人

年齢不祥人口 60 人

就業者総数 60 人

非労働力人口 60 人

農業就業者数 60
-

60

人

林業就業者殼

.一

人

漁業就業者数 60 人

鉱業就業者数 60 人

建設業就業者敵 60 人

製造業就業者数 60' 人

電気ガス就業者数 60 人

運輸通信業就業者数 60 人

卸小売飲食就業者数 60 人

金融保険業就業者数 60 人

不動産業就業者数 60 人

サービス業就業者敵 60 人
1

公務就業者敵 60 人1

一13

区分 指標名称 年次 単位

人

、口

国勢問査世帯散 ・60 60 世帯

僅差台帳世帯敗 ・61 61 世帯
w

性差台帳世帯敗 ・63 63 世帯

核家族世帯敵 60 世帯:

持家世帯数 60 世帯
1

公営{8家世常数 60 世帯
・

民営借家世帯数 60 世帯

給与住宅世帯散 60 世帯

人回伸63/61 6361 %

世帯伸63/61 6361 %
」

人口密度/Km2 6:3 人

昼夜間人口比 60 %

20歳 代人口比率 60 %

65虚 以上人口比 60 %

第i次 産業就業比 60 %

第2次産業就業比 60 %

第3次産業就業比 60 %

持家世帯数比率 60 %

核家族世帯比率 60 %

借家比率 60 %

産

業

構.

造

事業所総数 61 所

農林漁業事業所鼓 61 所

鉱業事業所数 61 所

建設事業所敵 61 所

製造事業所数 61 所

電気ガス事業所敵 61 所

運輸通信業事業数 61 所

卸小売飲食事業所数 61 所
ψ

金融保険業事業所敵 61 所

不動産業事業所散 61 所

サービス業事業所散 61 所

モの他事業所散 61 所

1～4人 事業所数 61 所

5～9人 事業所数 61 所

10～19人 事業所数 61 所

20～29人 事業所数 61 所

30～99人 事業所数 61 所

100人 以上事業所数 61 所



区分 指標名称 年次 単位

産

業

構

造

r

従業者敷 61 所

30人 以上農林水産 56 所

30人 以上鉱業 56 所

30人 以上建設業 56 所

30人 以上製造業 56 所

30人 以上電気ガス 56 所

30人 以上運輸通ぼ 56 所

30人 以上小売飲食 56 所

30人 以上金融保険 56 所

30人 以上不動産 56 所

30サ ービス業事業 56 所

30そ の他事業所 56 所

30人 単独企業 56 所

30人 以上本社 56 所

30人 以上支所 56 所

店小売商店敵 60

スーパー店舗散 60 店

小売年間販売額 60 百万

30人 以上事業所比 56 %
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市区町村別情報

区分1指 _標 名 年次_ 星位」
.」醐 60

60
.k㎡
k虻DID面1貝

ji街 化区域面積
.箆ユ種住居要湖 地域耐貝
地 組 主居組.山 城面狽_」
主日地域面狽

60
60
」虻
k㎡

§8
k㎡
k旦

二近隣商業地域面 責
.商業地域面疽 §8

」虻
k㎡

準工業地』緬{良 60 k㎡
一工業地域面狽 60 k㎡
、工業剖 月地域面積

器一 一 一',-
60

旦
⊥
⊥

旦出=

面

積

人

口

.国勢調査ム[一
,国調ムロ・男
.国調ムロL女 且

且2_
」旦Ω_

.旦Ω_
旦 Ω_
60.一一 一 ・-
60'≡ ←一一

60.一ー一

60-・一一

旦.q_

葺 草_LL

.6-

.βP_

60

.住民基本台帳ムロL
O～4歳 λ、ロ

」≡ 豆蔵ムEL__ ___
」0～ 題 歳ム[1
」」巳 上9歳 人口
20～24歳 ムL
25～2」9」歳ムL _3
0～34蔵 人L

生
人

⊥
人
⊥
⊥
⊥
⊥
⊥

Q」」一.
⊥
⊥人

_3.旦9歳 ムL
』0～4工 歳人L -
-45巳4.9歳 人L
亘± 題 斑ムロ
」Σ旦二亘9歳 人[L
」ヨ℃～旦4歳ムL
65～69歳 人[L 60
70～74歳 人EL _・ .旦Ω_

一旦Ω_

旦 Ω_

旦 Ω

60

比
.人_.
⊥
一人

ユ1』 エ9歳 人[一 _
_旦Ω=旦4歳 ムL
』L』8.9藏 人口
』0～ 靱 歳ムロ
_9』 」史9歳 △月
」」吐Ω歳以上人口

旦Ω_
60
.ム_

人

.蔓草_

6工L

一

人一年齢　詳ム[L_
.平均年齢_
.労働力∧口

'

止
劉十.就業ムロ総数___ _一

.完全失業者数____ _」豊労働力数 一旦 Ω_

.旦 Ω_

6Q _

⊥
⊥
⊥.農業就業者虻__ ___

林業就業者数_一 __=

1嬬 糞籍==二
二建設業就業者数 ・一 一

.製造業就業者数_ _二_電気
⊥ガス供給業就業者数.

.運輸二通信楽就業者蛮L

.卸売業二小売就業者数_
二金融二保険業就業者数
一ヨ潮 産業就業者数
一立=ヒ ス業就業者数_公
務就業者数_
.分類王能就業者数
.主に仕事就業者数
.家事のほカヨ土車就業者数_
一通学の坦た」位ら1仕i事就業者.
.休業者'

聾ぱ
6.Ω_

-6!⊆L

,β.Ω_

.6Ω_

-aΩ_

旦.Ω_

.6Ω_

.6Ω_

.旦 Ω_

-6Q_

.6.Ω_

_6.Q_

.6.Ω_

60-.一 一一

6Q_
60_

⊥
⊥
L
－λ_
』一.
⊥⊥

一人_.
.λ一_
人_
.人_
⊥
⊥
人_、
.人_
百人.

_D_1.D人 口.

」1街 化 区域人 口

圃単
上土

金聾

世
世

湛
世

』
世
世
世
世
世

=π

肝爾

一軍

榊電

榊宿

借
叩
㊨市

憐軍

縮
叩榊
W
轡
市
培
市
鋤
市
惜市

⊥

%

ー1

を
。
元
L
-}
。　
。…
。…
。じ
…
2
ゼ臣

銑
。

艇
。
○
。

墨
描

年
6
β
6
6
6…
6…
6…
6…

6
66
…

6一

∪
6

百
6

β
6

百
旦
66

6
60
60

　　

振　　驚

…

辮
難
灘
難

灘
盤⊇

別区

人

口

レ

2臓 僅ムロ比率
歳以上ムロ比

旦 Q_

旦 ムロ比
L次産業就業比率
塁迭産業就業比 ・
旦次産業就業比L-6_Ω_
・嫁 比墨
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}

」
↓

産

業

構

造

一61._所 所農林水産業事業所数

__61所..

6 .1=所鉱 業 事業所数..__建 設

業事業所数_61所 所製造業 事

業所数__一 一__.一一6.1二 所 一

.電気ニガス供給業 事業所数61 所.

運 輔二通信業 事業所数_6'i二 所 所.一

.卸売業 二小売 事業所数__-61_ 所

61.一 所 二.金融二保険業事業所 数.__差 動産業事業所 数

.6,1_所_.

旦=ビ ス業事業所数.61一 所

所公務事業所数6.1_所_...

」二 二4人 事業所 数61_所 一一

一』 ⊥9△ 事業所数__61所_.

-2Ω 二29△ 事業所 数_61'二 所__

3Ω ム 以上事業所数____-61所 所民営

事業所数61二 所 .

一公営事業所 数_______,61_所 所.

.従業者総数______...61_人...

農 林水産業 従業 者数__ _61人 一一

鉱業従業者数_ .6111二A-._一建 設

業従業者数6,LA- 一_製 造業従業

者数___一 ー一61.A-._

電 気一三ガス供給業従業者数61二 人_

運 輸 二通信楽従業者数_.61_人 _卸

売業2.小 売 従業者数_61人 _

.金融 ご保 険業従業者敗__.β1=人,.

穗 動 産業従業者数 人_.-61

.蛾=ピ ス業従業者 数.61二.人 －t



区分 標 .名____ 旦 次_.巣
.公務 一6.1_ノ(一_1

..rrr-4人事業所 従業者数_-6.1_J .人 一
.5二.1、9人 事業所従業者数61 人 .
.20ご29人 事業所従業者 一61::Z ,

.3Ω 人 以上 事業所従業者数.6.1 _人.

.民営 事業所従業者総数 __61、 人.一

.公営 事業坊 従業者総数.一ーー一61A

60:工 場 数_____ 所食料品

製 造業 工場数60.一 所

飲蘭科 一三たばζ工場薮60所

織 付t工業工場数 __.二 二二二_60∫ 折

衣服 三他繊維工場数 ._一_60.所木

材 三木製品工場数 .___60一 所

家具 ・装備品 場数___

適 業 総計商店

卸売業計商店60遭__

、繊 維扱械建材卸売.店

産

業

構

造

」卜売出商店
麓罐 ㌶商蹴旦 是

⊥
蚕種商品小売商店数 60 齢
食料品製造業工場数 一_一 60 所
飲蘭科三たばζ工場薮 一._繊維
工業工場数 ___二

一

ε8
所
所

衣服 三値繊維工場数 .___ 60 . 所
木材 三木製品工場数 ___ 60 ≡

.60
所
所家具 ・装 備品工場数___

」旬業総計商店数 60 ⊥
卸売業計商店数 60 店
一繊維機械建材卸売商店数 60 店
」文科負担⊥家具卸売商店数 」旦Ω_ 工
」曵理趣_住 立業商店数 旦 .店_

.小彊t商 店数_・ 6Ω _ 店
二各種商品小売商店数 60 .店

離

鑛i聯麟 離… 地寝具小売

⊥

男鋤 売商店数
婦人⊥壬供服小売商唐
物小売商店激
職物衣服身回品小売商
食料品山売商店数

⊥
,旦PL-.店_
旦 』互_

s。 一跨=i

極重魁品小売商店し
鵬 蟄小 旦肉小
売商店薮==二===

鮮魚小売商店

店ゴ

乙物小売商店L －店_E菜
⊥黒雲小売商店数_ ,旦Ω_12L
≡_△之小売商底数_.旦 旦_ .店≡米穀頬小売
商店数 一一6. .店_也

の飲食封品小売商店数_動
里⊥且転璽小売商店数 一旦Ω_.店_.自動車小
売商店 旦」 .店_転垂小売
商店数 一6al!昆_具

建具什器小売商L」5 _Q_.jiiL
－家具建具畳小売商店数 店_;物ご荒物小売商店数

丑L_1

鍵 霞岳騒雀獲麟一螢L農=i
」迦罐嬬 麟 一止ヨ

遊 薬品化粧品玉売商店数
.農耕用品小売商店数

.年次_

60

.単匝]
店

60 店

指 標 名

」燃魁小売商店数
」翌盤二文 房具小売商店数_
.運動二玩具二楽器虫売商1丘
.写真債写真稜幽)売 商店数
瞳趾眼鏡二光生小売商店
主 古品小売商店数
乏瀕 さ遮 凶 売商店数
2∫ぬ 紙筆工場数

60

60-一←吟一

'-

60一一^一 一

60 ・-
60

60

.庄_

』生_

6工L⊥ 店 _

.店_'
1

一店」

店_・

所

区分

産

業

構

造

出⊇ 閲笠工場数 60 所
』注工業工場数 60 所
⌒ 製品工場数
プラスチック製品工場数
ゴム製品製造工場数
工め⊥彙 垂良工場数

60

60

60

60

所

日i
所
所

盛 業二士 石製品工場数
鉄 鋼業工場数__
.韮鉄金属製造工場数

60

60

60

所
所
所

金属製品製造工場数 60 所
二股櫨械器具工場数 60 所
」琶気扱械器具工場数
」禽送出機櫨器具工場数
」笛密機械器具工場数
」底盤製造業工場数'

60
60
60

60

所
所
近
所

その他製造難 敵 60 所
10～299人 工場数 60 所
300人 以上工場数・ 60 所
⊇ 縦 業者総数
二食杜品製造業従業者数
.飲飼封二た{起 従業者数
.繊維工業従業者数

60

60

人
人

60 人

衣服 ・他繊維従業者数 ・
2馳L述 製品従業者数
」家具二装備品従業者数
パルプ ・紙筆従業者数

6 一旦_

60

60

60

60

人
人
人
人
人

.出版二目1劃笠従業者数
化学工業従諜者数

60

60

人
人

石油二五 蛍製品従業i煮数 60 人
工2ス 乏こz之製品従装萱敗
ゴム製品製造従業者数
なめ⊥鍵 皮従業者敬

呈 業二土石製出縦 業者数

60 人
ー
-
【

〔

ー
1
,

ー

60 人
60 人

…

:60 人
60 人鉄 鋼業従業者数

圭 鉄金属製造従業者数
一金属製品製造従業i者数
一二般機械器具従業者数
軍 気機械器具従業者数
」8送用機械器具従業者数
葺 密機械器具従業者数
L武器製造業従業書数
[エ璽他製造き段 業者数.._
製 造品出荷額総数
.食掛品製造業出荷額
飲料 ・鹸L想 起 製造業.
繊 維工業出荷額

60 人
60

60

60

人

.、L
人

…

60

60

器
60

--

60

_60一 一 　÷_

60

人
L
人

一

」
二衣服二」也繊維出直額
2k甦 製品出歳額

60 万
60 万

室 員⊥装備晶出産繭 60 万
一ムルニZ二二紙箋出荷額

土 版二型刷笠出荷額

60

60
五
万円」一一 一 一

一16一



区

産

業

構

造

1指 標 名1年 次 1単位1
60 万旺』定 工業出荷額

.五泊二石崖製品製造出荷額
コ芝 ス乏波 製品出醐
旦ム製品製造出荷領
主め上皮二毛皮出荷額
一』i§業∴土石製品製造出齪
鉄 鋼案出荷額
圭 鉄金属製造出首題
二金属製品製造出荷額一 〇
二 股機械器具出荷樋
里 気機械器具出荷額

器
60
60

」芝L
60

万EL

2i田 一

.万 田.

一万 日.,

」 巴`

万 田

一 旦Ω_
-

60

60

五 日 一1

五 旺

.五 日i

.万 田 」

動 送用機械器具出直額
一精密偵械器具出直観
.武器製造業出荷額一60
その他製造業出荷額
裏1種 大規模店店舗数
.箆⊥種太規模店売場面姐

60 万田1
60 -

『←一一

60

五円ゴ

石間
§{
⊥
止
店_
店_
し
.底_
一店_
己店
_
止
店_
.百万.
⊥
%
%

.杏随 銀行店舗数
単 方銀行店舗数

旦 Ω_
60

一信託銀行店舗数
.長朋信用銀行店舗数
一担互銀行店舗L
」副月金庫店舗L

量塁讃詞 警瓢=ゴ
▲ 国銀行店舗敵

60

旦」旦_

6Q _

60
--

60-一 ≡-

60-一 一

60

三全国銀行預金残高
跳 駈総数雌_____
3達 駈従業者数煙び率
製造品出荷額梗び率

旦 」_
61坦

61!56

60!59

製 造業茎葉所数岨 陸
奥 造業従業者数他び率
小売商店数伸び率 ・
小売従業者数6殴 率
」さ売販売額使鰹,60/57
週 売業販離 負圧醒 〔=コ
」b完売場面畑 中び率
.公務従業者数/千 人
製 造品出i董額∠王 ム

60/59 %
60/59 %

旦Ω∠57
60/57

-一 一

60/57一

%
⊥
.%_
%

60/57 %
61 人
60 万円

飲食店商店数/千人 57 店
.小売商店数∠千人
」)売販売額/午 人

60 店
60 百万_
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県別情報

_区 分 指標名称 4…次_
60
単位.
k㎡

区分

人

口

書

指標名称L_⊥ 珪次」.単位.1

面

積

面積計 通学のかたわら仕事就業者二
休業者

_D⊥ 旦△口

一6.Ω_
60

6:工

DID面 積 60 k㎡
市街化区域面積 60 k㎡
」肺 計画区些細 積 60 k㎡ 一」i∬街化区域ムロ_

第▲一次産業就業人口
第2次 産業就業人L
.第旦次産業就業人L
転入者数

第1種 住居専用蟷 面積 60・

§8

k㎡
k㎡
k㎡

.60

.6Q

－旦OL」 」 一

.60_

6,L

-6」_

60-・'● 一

一βP_

60

⊥

一人_

百 工

_.人_一

一λ_

..人._

.人_..

.位_

世 帯.

.世 帯.

⊥

.世 篭

62__世 帯.

.世 帯

,世帯一

二世帯

世 帯.

.世帯

.世 帯

世 帯

世 帯

世帯

世帯

世 帯

,世帯

世帯

%

鴎2種 住圃 用地域面積
住居地域面積
」匠堕商業地曳緬 積
商業地域面積,

60 k㎡
60 k㎡1

}

1

転出者数
一ムロ順位準工業地域面積 60 k㎡,

ユ幽 面積 60 k㎡1
下巻専用地域面積 60 k㎡

.国調⊥世帯総数 一
二 般世帯総数_
二 股世帯■世帯当ム員_ __普
通世帯総数60ご
住民基本台帳蹴===]
漠 世帯総数

人

口

6Ω _

60-《-

60

人
△
人

国勢調査ム口
口国調ム旦こ男
.国調ム[L女

一 一'●-

60一 ≡一一
一一一 一甲一

一

6Q_
60-.・s-
60-一 一 一一
」i》Ω_

60_二6

Ω_

60・≡'● 一

一6Ω_

β Ω_

60
-s-'}

60-'"一 一

.β Ω_

.60_-

60/55

.住民基本台帳ムロ

.Ω=4歳 人口
5～ 旦歳人口_
⊥ Ω～14歳 ムロ
』1工L9歳 ムL
20～24〕 歳人{L ____

・

62--1

6.Ω_

60

人
人
人 {
i
}

親 族世帯数
核家族世帯稟数
式 婦のみの世帯数
.妾婦と子供の世帯数
男 親と子供の世帯数
.女親と子供の世帯数
一持ち家世帯数_____
.公営公団∴公社借家世帯敵
.民営借家世帯数
.給与住宅世帯数___
.間借り_(2Lム以上L世 帯数
間借並」⊥ムL世 帯数_
人口伸び率

60-一 一一
60
⊥
人

60-一 ・一 一

6LΩ_
60

--r-

60-一 合ー 一

.6.Q_

β Ω_

60
--

60-一 一一

60

L
⊥
⊥
L
⊥
一λ一_
⊥
人
L

_2』2.9歳 ムL
」3叱 靱 歳△L
-a亙=3」9歳 ムロ ・
_40じ 二4L4歳人L
-4丘上4.9歳 ムロ
」 Ω巳 旦4歳人口
」』 旦9歳 ムL
旦..Ω二6工 歳人口
旦」』ヨ6.9歳人L
.エ9ヒ迎 歳人口
エ5ニ エ9歳 ムL
_8」Q三皇4歳 ムロ
」墜5～ 旦9歳人L

60一 一一・一

.6.Ω__

60

60-一一 一

⊥
L
L
人一一
.λ_
」L
-

≡

人
⊥⊥
L

た

仁
士
二念=
た

坐
上=

DID人 口伸び率 60!55 %
世帯伸び率 60/55 %

6Ω _

20歳 代人口此室
60歳 以 上人口比率

60
60
%
%

解

.居住期防 空去1黄ムロ比率
居住期間15年 以 上人口比

55
55
%
%旦 Ω二9ユ 歳ム且___

_9一旦=旦O歳 ムL
_1Ω旦 歳以上ムL
二年齢王詳ムロ

60-・← 一一
.旦 Ω_.

60一 一 一

.6工L
60-一 一
60

}-

60

DID人 口比率 60 %
第1次 産業就劉 土率 60 %
第2}欠産業就業比率
第3次 産業就業tk率

60 %
翌 均隻齢, 60 %
,労働力ムロ1
就 業ムロ総数

持ち家比率 60 %
人口密度 60 人ノ㎞ぞ

一完全失業者一
,非労働力数
農業就業者数
.林業就業者数 ・
漁業就業者数
鉱業就業者数1

DID人 口密度 60

60

人ノ1

%
一 一.

昼夜間人口比' 1

産

業

構

造

蚕業所総数
且柱水産業事業所数

.6⊥_

.β1_

61 A－ 一

.6.1_

.6」_

-6.L.

61_

61

.61二

.6.1_

61～

61 ,一

一61_

6,L

.61_

61

所_一

所_
所_

所_
所_
所_

所_
所_
所_
所.,

所_
所_
所_

所_
所_
所

60-一 一

.β0

.GO

60

60¶一ー一一

60・.一一
60・,一一 一

60一一'一
.旦 Ω_

60'輪'一 ・一

.6Ω_

旦 Ω_

、旦Q_

一β Ω._

.6Ω_

.6Ω_

6Q_、

-6.o-.一

建設業事業所数
.製造業事業所数_建設業就業者数

製造業就業者数___
.電気ニガス供給業就業者数
」里轍⊥通信業就業者数___
卸売二小売就業者数
.金融二保険業就業者数L__
,ヨ…動産業就業者数
一サニピス業就業者数__二
二公務就業者数
一分類不能就業者数 一一
.主に仕事就業者数___
.家事のほか仕事就業者数_

.鉱業事業所数

一.

.電気⊥ガス供給業事業所数.
一運輸二通信楽事業所数_
一卸売」)売 事業所数__
金融こ保険業事業所数__
互 助産業事業所数
⊃[=旦 ス業事業所数___
公 務事業所数
」二二4、△事業所数
」.=■9ム 事業所数
.2-Q=29ム 事業所数_,
30△ 以上事業所数

一18一



万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
・万
万
万
万
万
万
万
万
万

百
百
百
百
百
百
百
百
百
百
百
百
百
百
百
百
百
百
百
百
百
百
百
百

是
是
農
是
是
監
農
場

一

一
.

一

ー

-

一

-

一

ー

一

:

一

一

璽
臼璽

6・…
6・㎜
臼…
臼…

竪
㏄聾

…
6・証

㏄…
㏄…
臼…
6・…
臼

蓋
臼…
6・…
6・…
臼…
回

書…
⑭露

…
臼…
臼…
臼…
6・…}
6・

露…

鍵
田藍

6・

窪
田…

一

'

一

一

ー

一

薮

難
鑑難
　　　　　
　　　　
　　

響鍵

匿

産

業

構

造

龍
駐
芒
た
仁
だ
主人
土
仁
た
農
書
駐
監販
駐
藍
監
鑑
皇
土
先

鷲別翫

算
計…

竪
臼…
引…

竪
註田

葦葺

…臼…

認臼一
別覧

饅

聾
臼…
㏄璽

㏄

藍
器　
臼　

竪6・…

釧区

巖
む

数
所
業
所所業事業

繋

醗数
一

.

額

≡篠 一■

墾

一
業
数一従者
数
者葉業者業
数
者数数給従業従者業
し
数

糺
織し

継
㌔

辮
㌶
罐
羅

≒

数
場

藩
綴灘

灘
顯⌒

羅

難⌒

灘⌒灘
醗

灘麟

数
数　

に

遼
議
議
鍵
㌶

=
∴

薮
場

薮
数二
L
数
数
数
場
数む

護
轟
轟
饗鑛

数
讐
懇

敵

影=
一一

鞠

産

業

構

造
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更

人
人
た
会
転

筋
露

助
莇
莇
助
莇
麗

麗
莇
巖
莇
…露

甑
百
麗

麗
醜
語
麗
麗

麗

麗
酊
㎡群

…㎡…㎡

銚
6・
.臼
…臼
.註

6・
…㏄
藍

6Q
㏄
…臼
㎜6・
…6・…㏄
豆
田
詰

紐

臼
総

阻
6・
臼
.6・
江
田
証

血
書

6・
…旧
註

飽
託

旦
器

…臼
㎜㏄
…㏄
認

㏄
語

臼
…臼
旺
臼
同

業者数.__

数____
売従業者数 、
器小売従業
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___指 標名称 一年 次_ 単位.
魚小売商店数_ §Q_ 店_
物小売商店数____.菜
⊥果実小売商店数_壬
二ムン小売商 麟L
穀類小売商店数_

6Q_

.βQ_

6Ω_

.6Q_

店_

.店_

店_

店 一_

の飲食料品小売商店敗
動車∴自転刺 涜商店薮

6Ω_、

6Ω_

店_

店_.
動車小売商麟L _ .6P_ 店_
転車小売商店数_ 60_ 店_
具建馴土器小売商店_ .60,一 ⊇ 一 店_
具建具畳小売商店数_. .6-q-. 店_
物∴荒物小売商店数_ 一一6-Q._、 店._

磁器三硝子小売商店数_ .6Ω_ 店_
庭用機械器具小売商店数一.6Ω_ 店_
の什器小売商店数 .旦 Ω_ 店_
の他の小売商店数 .60_ 止
薬品化粧品小売商店数二 6.0_ 店_農

是
監
是
是
士
紅

太
L太
太止
先
太太
た
仁

太
た
主

人仁
上

巴
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「
『
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。
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『
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.旦

6
…6

6
…6
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…6
…5
…6
}6
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6

6
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…6
6

6

6
…6

6

6
…6
…6
6

亘

6
「6
　6
C

6
一6
　6
'6
…6

6

6

6
…旦

鮮魚小売商店数_
.乾物小売商店数_野菜
上果実小売商、

一菜壬二ムン小売商
米穀類小売商店数
.他の飲食料品小売`
自動車∴自転車小
.自動車小売商店数
自転車小売商店数
.家具建馴 土器小売
.家具建具畳小売商
金物∴荒物小売商
.陶磁器三硝子小売
.家庭用機械器具小
他の什器小売商店
,その他の小売商店
医薬占`{ヒ粧占6/J、売
一農耕用品小売商店
,燃料小売商店数_
露 霜⊥文房具小売
.運動二玩具二楽器
一写真機写真材料小
時計眼鏡二光学小
ヰ 古品小売商店数
分類されなヒ小売
飲食店計商店数一
商業総計従業者数
.卸売計従業者数_
.小売計従業者数_
.各種商品小売従業
一百貨店従業者数
他の各種商品小
織物衣服身固品.)
一呉服服地夜具小
.男子服小売従業
婦人二子供服小
蔀L履 物小売従業
,他織物衣服身固
、飲食料品小売従
一各種食科品小売
.酒.二調味料小売
食肉小売従業者
鮮魚小売従業者

乾物山売従業者
.野菜二果実小売
菓 子二～∫之小売
.米穀類小売従業
一他の飲食料品小
.自動車∴自転車
一自動車小売従業
且転車小売従業
一家具建具仕器小
家具建具畳小売
、金物二荒物小売
陶磁器∴硝子小.
家庭用機械器具
.他の什器小売従
その他の小売従
医薬品化粧品小

商階数_
小売商店
売商店数.
}売商店数
一

商店数_
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L___量 標名称1年 次 ・1単{立1
'区 分 "指 墨名称

年次 単位
60 ～

60--

60_.

6u-

60、,

60 _

.6q_

.6Q_

60-≡ ≡ 一 一 一

60-'一 一'-

60 -
60

㎡ .1 家建具什器小売販売比率 60 L

区分

産

業

構

造

1婦 人 ・子供服小売売場百川
靴㌔履物小売売場面積 __
,他織物衣服身固品小売売場
飲食料品小売売場面積._二各種食料品小売売場

面積
.酒二調味料小売売場面積二
二食肉小売売場面積.

㎡_

1㎡ ._

,m2

,元.一

一仁

箒 一 ・

這三

嘆_

鵬==

モ

薯一

鵬

#=:

1二

竃三

鼎

1二

竃:
2一

その他小売販売額比率 60 %

小売1店 当人ロ 60 人
小売1店 当販売額 60 百万
小売1店 当売堪面積 60 ㎡
小売従業者1人 当販売額 60 百万

県
民
経
済

_ムロ⊥△当旦個ム駈提題
納税義盗1人 当り月lf得額

61 千円
鮮魚小売売場面積_ 61' 千円
一乾物小売売場面積___
野菜 こ果実小売売場面積 _
.菓子∴ノ∫之小売売場面積_
米穀類小売売場面積
,他の飲食料品小売売場面積
自動車 竺自転車小売売場面一自動
車小売売場面積一

.自転車小売売場面積___
家具建具什器小売売場面積
.家具建具畳小売売場面積_金物
∴荒物小売売場面積._

陶磁器二硝子小売売場面積
家庭用機械器具小売売場面
他 の什器小売売場面積 __
壬の他の小売売場面積 __医薬品化粧品小売売

場面積農耕用品小
売売場面積__燃

料小売売場面積

」菖蒲 当り所得額 61 千円
対全国人口当所得格差 61

対全国幼狙萱当駅t暑格差 61
課税対塁駈i暑額 61 百万

一6Ω_

60_

6P_

60-

60.

60..

6Q-.

6P ..

60 -

60 _

60
--

60 -

6P.. -

60

6Q二

6P_

60..

60 .

60.

6P _

6Ω_

.6Ω_

6Q_

.6P.-

60

納税義務者数 61 人

教

育

環

境

小学校数 60 校
中学校数 60 校
高等学校数 60 校
.短期大学数 60 校
大学数 60 校 ・

小学校教員数 60 人
中学校教員数 60 人
小学生数 60 人
中学生散 60 人
」劃変生撒 60 人
.短期大学学生数, 60 人
.衣裳 聖教 60 人
短大 ・大学生数/玉 人 60 人

モ

|

タ

リ

↓
|

ζ
ン

登録自動車保有台数 一 一 ≡～
貨物車田登録台敗 _.
普通貨物車登録 台数 __.二小型貨物車

登録 台数__..
乗合車計登録台数

62

62

62-

62

62 -

62

62

62

62

62 .
62

.62_ム

62

台

台

台

台.

台

台.

台.

合

否

台. 一

台

_ロ ー

台

声繕 こ文房具小売売場面積
運動二玩具∴楽器小売売場
写真機写真材料小売売場面
時計眼鏡二光学小売売場面.中古品小売売場

面積_.__
.分類されない小売売場面積
第1種 大規模店店舗数__第■種大規模

店売場面碩_ .
.ス=△=店 舗数

自家用乗用車登録台数__
営業用乗用車登録台数,一_自家用普

通乗用車登録台数
営業用普通乗用車登録台数
自家用小型乗用車登録台数
営業用小型乗用車登録台数
」寺種二殊坦途車1t登録拠
乗用車保有台数/千 人

ス ニムニ従業者数__ __.
ス=パ=売 場面積
事業所総数伸び率 60/56 %
亙業駈従業者数僅び率 60/56 %

金

融
、

60-一 、 一.

60● 一 一"
60.

6P.

.βQ-

60-

-6Q..

、60_

60.

60.

62

61

61

62!61

店_

店,.

店 .

店 一_

店.

店..

店 一

店_:

局..

店.

店..

億 円

億 円

%

皇造繊 所数使ぴ率
製造業そ灘 者数値び率

60!57 %
60/57 %

地方銀行店舗数 _一__信
託銀行店舗数__.__

.長期信用銀行店舗薮___
相 互銀行店舗数 一_.__.

盈造品出蔵鞭 び率 60/57 %
.公務従業者数/千 人 61 人
錯 書晶出記栢/千 人

aΩ ム以ヒ事勤 砒 率
60
61
百万
%

都市銀行店舗数

信 用金庫店舗数_____.
信用組合店舗数__,,__

農業協同組合店舗数
郵便局数 ._,_一___._一
全国銀行店舗数

小売商店数伸び率 60!57 %
ノ1、売従業者数伸び率 60157 %
小売販売額伸び率 60/57 %
卸売業販売額伸び率 60!57 %

証券会社店舗数.___.

郵便局貯金残高__一__.
全国銀行預金残高___..

山 国銀1〒預金高伸び率

小売売場面積伸び率 60/57 %

」衣食店商倍数/千 人 57 店
小売商店数/千 人 60 店
小売販売稲/千 人 60 百万

全国銀行預金観∠壬人 61一
2随 嚢遣画醜 ∠壬ムー 60 ㎡

億円

住

宅

着工建築物床面積総数_一
居住専用着工建築物床面積
居住産業併用着工建築床面
鉱工業用着工建築物床面積.
商業旧着工建築例床面積

61

61..

β1,

6L-

61.

㎡

㎡.

1¢

㎡

㎡

各種商品小売販売額比率 60 %
織衣皇国品小売販売額比率 60 %

.飲食料品小売販売瓶比率 60 %
自動車自転車小売販売比率 60 %

21一21一



区分1指 標名称 年次
一 一

単位

住

宅

公益事業用着工建築物床面
サ=ビ ス業用着工建築床面
公務文教用着工建築床面積
農林水産用着工建築床面積
その他の着工建築物床面積

61
61

61
61

61

㎡

㎡
㎡
1m2

㎡
病院数 60 院
病院ベッ ト数 60 台
医師数 59 人
歯科医師数 59 人
.劉 師難L .医師数
/千 λ 『一 一

59 人
159 人

一22一



2.2.1イ メ ー ジ情報 に搭 載す るデータ

パ イ ロッ トシステムに搭載す るイ メージ情報 としては(図2-2)(図2-3)の 「地域の紹介」 と

「分譲中の工業団地」のような情報を蓄積することとする。

図2-2地 域 の紹 介 一事例 一

!㍗ ♪

ア
」

ド

　

り幽細
細∴
K

IJI:フク'H理 のシーズン

川 相 川ll:1|]Ai刈{め かリ)PP'J"門 司)

川2911:求i//提 出紫K,ノ 《」質摩1後 法 ㈹ 杣

5JI:1・・|ll:}黄」由来(1「}蕗,

7tjM:{1:曜 をはさんだ前1憂311問:小ft剃uru

7川:い1511:戸 匂ll祇1司

7川2`卜2川:}∫ 松 夏まつリ

7,∫21}～・2:ltl::川崎61tlq‖

8川 ・・3|1:今川・ざSsん祭{1丘}創

1川 卜 川:起 ※祭

㊥
'k∫λ81pI!=(」 ヒノL州

、i'ih…、Pt1ハli、丑lj|1|)

ふ ぐ日 理;(北 ノし州 、芦 屋 、岡 コ10

や まめ 料 理:{o.liii)

しし11理 、すっぽん 料 理:'(犀 川}

巨峰=(北 九州 、V.il1、芦hi、(覧 前 、岡M)

しN・たけ:砺 り||1 、犀 川 、n.lili.築 城)

たけの こ:(JtJL州 、勝 山)、 み かん 、なし、

柿 、くリ:tltlLH、V .t};i.rv,Jili.、

1itS.}.1体 酒:〔 犀 川1

銘 菓:aヒJLH、iVl"、re.M、

o.|i;1.,|il::1.malll)

の リ:〔岡 垣 、行 橋 、椎 川 、

o前Jl川)

㊥
企S,R娩 、笹|1|娩:{」 ヒ)し"D

S,hさ まノ、∬多、h・')t土人}1多:{.1ヒノし州}

八 朔 の 鳥:(i'il"')

∫系;X凧:{.1ヒ ノし十H}

し宝 娩;(豊 川1

こ1ナし:{V.li;i}

II'{犬1ご 具t:{ζハliii⊃

,・ム運

f51言:{;"屋l

tia;z{ln:(r) .i|1)

一23一



(図2-3)分 譲 中の工業団地 一事例 一

響灘公募分譲地位置図及び区画割図

lll12[===7
[囮][=二=7
23242526287

293031323334

13141516

f7.

㊥
89

0

日立金属(株)

/

題澗大橋

所 在 地 北九州市若松区響町一丁目
.

単 価

～9月 ま て「9
.700円/㎡

10月 ～12月 ま で20,100円!r斤

1月 ～3月 ま で20,500円!㎡

(5万r棚 上 は減 価 す る)

用途地域
、

工業専用地域 信盲「轟麟)

分服対象業種 製 造 業

分譲予定面積362.400㎡

◎ 33,200 6 2,950

② 35,700 7 3,150

◎ 231,200 8 12,600
'4

3,㎜ 9 9,700

5 1,100 ↑0 29,800

◎② ③ は臨港地区(工 業港区)

分醸対象業種 建 設 業.

11・ 6,500 16、 3,700

12.
"
.3,300・ 17' 3,000

13 と・ご5 ,050、 ∵ 18 1,650

14:03,5501 19・ 1,650

15
:!3
,900ゴ 20 1,800

分譲対象業種 運 輸 業

分譲予定面積32,050㎡

21 4,250 28 2,650

22 4,250 29 2,500

23 2,500 30 1,650

24 1,650 31 1,650

25 1,650 32 2,000

26 1,650 33 2,650

27 2,000 34 1,000

一24一



■分譲地の概要

響灘臨海工業団地は、北九州市が新しい工業地域

として最も期待し、大型港湾施設と一体となったイ

ンダストリアルパークをめざして埋立事業を進めて

いる地域です。

本団地は北九州市の西北部に位置し、南は北九州

工業地帯のq〕心である洞粗地区につながり、頭は関

門航路に面し、工業活動に恵まれたところです。

■道 路 九州縦貫自動車道八幡1.Cま で細7㎞

Ne

購⑳
吹◇

へ
市道(幅25m)に より主要旭たi道若松 ・芦屋線、国道199号線に連絡。

都心部を結ぶ若戸大橋を4車 線に拡幅予定。関連道路も整備の予定

■ 鉄 道 国鉄若!公駅まで3㎞

新幹線小倉駅まで12km、 コンテナ取扱駅国鉄浜小倉駅まで9km

■ 港 湾 内 ・外国貿易ふ頭が完備

公 共施 設 と して 、-10m岸 壁1パ ー ス、-10mド ルフ ィ ン2パ ー ス

が 使用 φ で あ り、-5.5m岸 壁5パ ー ス が完 成 。 ま た、-10m岸 壁5バ

ー ス、-9m岸 壁1パ ー ス、-7.5m岸 壁9パ ー ス を整 備 す る予 定

■ 用 水 ・電 力 豊 富 な用 水 、 安 定 した 電 力

上水'工 業用水ともに給水〔P

上水 ・工業用水

電 力

電 話

■分 譲 条 件

北九州市水道局

九州電力㈱

日本電信電話㈱

..日 三:三∵ 二一…

銚

惣.、蹴 簿
;鷲

:て.w㍉

{1}操 業の義務

売買契約締結の日から2年 以内に1¥reを 開始しなければなりません。

売買契約締結の{ヨから10年 間は、契約に定める事業に自ら利用しなければなりません。

② 緑地整備及び公害の防除

ア、禄地整備

響灘臨海工業団地は豊かな緑と産業が調和した新しい工業団地を目指して造成を進めており、分譲地を購

入される方は次の要領で緑地の整備を行わなければなりまぜん。

(力 線地のレイアウト

道路に面する部分に優先的に緑地を配置し、できるだけ工場の塀、柵を後退さぜ植栽スペースを確保し

て線化を回るとともに可能な限り透視フェンスを用いること。

(イ}緑 地の面慣

購入する土)Lb面IAの10%以 上。(工場宜1色法(昭和34年 法律第24号)の 適用を受ける場8は 、別の基準によ

る。)

ぐ〉)檀 栽基準

高木 ・φ木 ・低木についてそれぞれ次表により算出した本数を植栽すること。

規 格 換 算 率 100耐 の緑地を
整備する場合

高 木 高さ3m以 上、§↑回り(目の高さ)15σn以上
.

10.Or甘/本 10本

中 木 高 さ1.2m以 上 、 葉 張 り3〔㎞ 以 上 5,0r畔/本 20本

低 木 高 さ0.5m程 度 、 葉 張 り30㎝ 以 上 2.0㎡/本 50本

§旧O本
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3.パ イ ロ ッ トシステムにお け る

機能 及 び機器構成 の検討





3-1シ ステム の機 能 につ いての検討

パイロットシステムの機能 としては、昨年度のシステム構築の基本方向を踏まえ次のような機能を

具備すべきこととした。

① 数値、文字、イメージ情報(文 章、図面)の いずれも処理可能な機能

② データの入力 ・修正の機能

③ 加工式の作成及び登録の機能

④ リス ト、グラフ、 レーダーチャー ト等の出力機能

⑤ マ ップの拡大 ・縮小等による出力機能

⑥ マ ップによる地域の編集(場 の設定)の 機能

⑦ イメージ情報の出力機能

⑧ 多重条件による情報の検索機能

⑨ 日本語メニュー方式による対話型で操作が可能な機能

3-2機 能構成 についての検討

地域開発支援型情報 システムのパイロットシステムとしては、コス トパフォーマ ンスの点からスタ

ンドアローン型のシステムの最小構成単位として、下図の機器構成とした。

図3-1地 域開発支援型情報 システム ・パイロットプラ ンのハー ドウェア構成図

パ ー ソナ ル

コ ン ピ ュー タ

ー27一
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4.パ イ ロ ッ トシス テ ム の詳細 設計





4-1パ イ ロッ トシステムの 目的

マルチメディアに対応 した情報処理システムである 「地域開発支援型情報システム」の構築に至る

事前のステップとして、まずそのパイロットモデルによる実際的なオペレー ト・運用を通 じて本格的

なシステム構築に必要な情報を得ることを目的として、このパイロッ トシステムを作成するものであ

る。

4.1.1シ ステム概要

地域開発支援型情報 システムは、大 きく分けて次の2っ のシステムで構成する。

1つ は、構築されたデータベースを検索 して、リス トやマ ップで出力する地図情報 システム、 もう

1っ は検索された地域や施設を、文字情報や画像(イ メージ)で 紹介する画像処理 システムである。

図4-1シ ス テムの概要

地域開発支援型
情報システム

/
＼ス一

夕

ベ

ーデ＼
■

文字情報
画像情報

画像
地域紹介
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地域開発支援型情報 システムという観点から、検索の対象を地域(例 えば、市区町村や町丁など)

及び、鉄道、道路、諸施設(市 役所、デパー ト、工場など)と する。

また、 ミクロ(町 丁)か らマクロ(都 道府県)レ ベルの情報処理に対応するシステムとする為、情

報尺度を自由に選択できる階層構造を持った形とする。

図4-2地 域の階層構造

/
/

九州

福 岡 県

広 域 市 区 町 村

福 岡 市 、 北 九 州 市

校 区 、 統 計 区 な ど ＼
A町1丁 目 、B町1丁 目

一 ー ー 一,一 一 一

/ 市 役 所 、 デ パ ー ト 、 工 場 な ど

地方ブロック

都道府県

市区町村ブロック

市区町村

地区ゾーン

町丁

面情報

点情報
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地図情報 システムは1.情 報の検索出力 2.条 件 検索 3.情 報 の入力 ・修正 の3っ の シ

ステ ムで構成 される。

図4-3地 図情報システム構成

検索に必要な項目
(出力地域や指標等)
の設定

検索及び
データ編集

1.情 報 の検索 ・出力

2.条 件検索

3.情 報の入力 ・修正

指標データに関して

条件(人 口1000人
以上など)の 設定

入力に必要な項目
(出力地域や指標等)
の設定

編集部

マップ

リス ト

グラフ

等

プ

ト

フ

ツ
ス
ラ
等

マ
リ
グ 出力部 入力部
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さ らに、各 システムは、設定部 、編 集部、出力部 に分 け られ る。(図4-3参 照)

デ ータは、図1皿一1-2の よ うに、地域デ ータを階層構造で持 たせ るが、 ミクロ～マ クロ対応で行

うことが 目的であるので、地域(マ ップ)を 図4-4の よ うに分類 して 、各地域 ごとにグルー ピング

を行 って、その グループ ごとに(以 後 、情報 フ ァイル と呼ぶ)検 索 やデ ータメ ンテナ ンスを行 う。

情報 ファイルは、1つ の点情報(個 別)、2っ の面情報(北 九州市小倉北 区で例えれば、町丁 と統

計 区)、 さらに線情 報(鉄 道 、道路等)で 構成 され る。

図4-4地 域データの階層構造

「

福岡県 広 域

市区町村

市 区 町 村

北九州市

小倉北区 小倉

一 ー 一

情 報 フ ァイ ル
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図4-5シ ステムの全体構成

i

作 業 の 選 択1出 力 範 囲 の 指 定1出 力情 報 の指 定1出 力方法の指定

一 1、全域の検索 ・出力

1.リ ス ト

情

報

の

検

索
.

出

一

一

一

一

2.指 定 した

プロ、ックの検索 ・出力

一
1.ブ ロ ック情報

一

一

ー
ー

ー

一

二

一

ー

一

一

2.数 値 マ ップ3.指 定 した

市町村の検索 ・出力
一 2.市 町村情報

4。指定 した施設の

周囲Nkm圏 の検索 ・出力

一 3.個 別 情報

3.階 級値 マ ップ

地

域

力

開

5.指 定 した市町村の

周囲Nkm圏 の検索 ・出力

6.指 定 した路線の

銀側Nkm圏 の検索 ・出力

L全 域の検索 ・出力

4.路 線 情報

発

支

援

型

カf

報

シ

ス

条

件

検

索

2.指 定 した

ブロ ックの検索 ・出力

3.指 定 した

市町村の検索 ・出力

4.指 定 した施設 の

周囲Nkm圏 の検索 ・出力

5.指 定 した市町村の

周囲Nkm圏 の検索 ・出力

6.指 定 した路線の

線側Nkm圏 の検索 ・出力

1.ブ ロック情報の

入力 ・修正

1.ブ ロック情 報

4.散 布 図

条

件

設

定

テ

2.市 町村 情報

3,個 別情報

4.路 線情報

ム

情

報

の

入

力

・
修

正

1.指 標の追加 ・修正 ・削除

5.グ ラ フ

トーヤチーダ一

ぴ

レ

7.分 布 マ ップ

2.名 称 の 修 正

3.デ ーク の 入力 ・修正

1.指 標の追加 ・修正 ・削除

8.塗 分 けマ ップ

2.市町村情報の

人力 ・修正

9.イ メー ジ情 報

2.名 称 の 修 正

3.個 別情報の入力 ・修正

3.デ ー タ の 入力 ・修 正

L指 標の追 加 ・修正 ・削 除

2:名 称の登 録 ・修 正 ・削 除

4.路 線情報の入力 ・修正

3.デ ー タ の 入 力 ・修 正

1.指 標の追加 ・修 正 ・削除

2.名 称 の 修 正

3.デ ータ の 入力 ・修正
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図4-6地 域開発支援型情報システム 全体構成

ー

ω
由

1

地域開発支援型

情報システム

・

(情報の検索 ・出力 メニュー>

1.情報ファイルの指定

2.出 力範囲の指定

3.出 力情報の指定

4.出 力方法の指定

一

(条件検索メニュー>

1.情 報フ ァイルの指定

2.出 力範囲の指定

3.出 力情報の指定

4.出 力方法の指定

一

(情報の入力 ・修正 メニュー>

1.情 報フ ァイルの指定

2.情 報の指定

3.修 正項目の指定

地域(施 設)

の指定
地域(施 設)

の指定
一 一

指標の選択 条件検索 一 指標の選択一

ll 1
指標 の追加 ・

修正 ・削除

名称の追加 ・

修正・削除
データ入力

1[

フ ァイル編集
自動集計

加工計算

デ ータベース

更新

イメージ情報

更新

リ ス ト 数 値 マ ッ プ 階 級 値 マ ップ 散 布 図 グ ラ フ レ ー ダ ー チ ャ ー ト 分 布 マ ッ プ 塗 り分 けマ ップ イ メ ー ジ情 報



4-2シ ステム機能 仕様設計

4.2.1情 報の検索 ・出力

(1)設 定部

①設定内容

(a)情 報ファイルの指定

複数の情報ファイル群の中か ら出力する情報ファイルを選択抽出する。但 し、選択は1っ とす

る。

(b)出 力範囲の指定

選択 された情報ファイル内においてさらに細かい地域の指定を行 う。

設定項目は表4-1の 通 りである。

表4-1出 力範囲の設定項目

出 力 範 囲 内 容

全 域 情報ファイルのすべての地域を検索の対象とする。

指 定 したN個 の ブ ロ ック
情報ファイルの中から指定されたブロックを検索対象とする。

複数の指定が可能。

指 定 したN個 の市 区町 村
情報ファイルの中から指定された市区町村を検索対象とする。

複数の指定が可能。

指定 した施設の周囲NKm圏

情報ファイルの巾から指定された施設(例 えば○○駅)を 中心

に半径NKmの 範囲(含 まれる最小 レベルの点 ・面積 ・情報の

区界決形範囲)を 検索対象とする。複数の指定が可能。

(ただ し、最大は99とする。)

指 定 し た 市 区 町 村

の 周 囲NKm圏

情報ファイルの中から指定された市区町村を中心に半径NKm

の範囲を検索対象とする。(同 上)複 数の指定が可能。

(ただし、最大は99とする。)

指定 した路線の線側NKm圏

情報ファイルの中から指定された路線(例 えば、鹿児島本線)

の指定ポイント(○ ○駅～○○駅)の 両側NKmの 範囲を検索

対象とする。(同 上)
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図4-7出 力範囲設定のイメージ

一36一

〈指定 したN個 の地域〉

■ 部分の区界(地 域)を 検索の対象と

す る 。

〈指定 した市区町村'(施 設の周囲Nkm

圏〉

畷 部分の区界(地 域)を 検索の貞操 と

す る。

〈指定 した路線の線側Nkm圏 〉

目 部分の区界(地 域)を 検索の対象と

す る。



(c)出 力情報の指定

情報の選択を行 う。設定できる情報は表4-2の とおりとする。

表4-2出 力情報の指定

情 報 内 容

ブ ロ ッ ク 情 報

(面 情 報)

幾つかの市区町村を任意にくくったもの

市 区 町 村 情 報

(面 情 報)

情報ファイルの地域の最小区界としての情報

個 別 情 報

(点 情 報)

施設(駅 ・役所 ・デパー ト等)の もっ情報

(例えば、駅の場合、"住 所"や"乗 降客数"、etc)

路 線 情 報

(線 情 報)

路線(鉄 道、道路、河川等)の もっ情報

(例えば、道路の場合、"交 通量"、"区 間距離"etc)

各情報を選択後、出力 したい指標の選択を行 う。各情報に登録されている指標は、大分類、小分類

で分類化 し、指標選択時にはその分類に該当する指標だけを一覧表で表示 し、その中か ら指標を設定

する。但 し、分類を設定 しない場合は、全ての指標を一覧表に表示する。

また、指標は、利用者が任意に既存の指標を加工 して新規の指標を作成する機能を もっ。

例えば、既存の"人 口"と"面 積"の 指標を使 って"人 口密度"と 云 う指標で出力できるようにす

る。

[情 報設定]加 工指標簡易生成
指 標 数:669PAGE1/42登 録 加工指標
番号 指 標 名 単位 番号 指 標 名 単位 方 法
〔地域指標〕 1

1 国勢調査人口 人 2

2垂 頸 人 口 ・男 人 3
3国 訴 人 口 ・女 人 4
4 住民基本台帳人口 人 5
5 0～4歳 人口 人 6
6 5～9歳 人口 人 7

7 10～14歳 人 口 人 8
8 15～19歳 人 口 人 9
9 20～24歳 人 口 人 10
10 25～29歳 人 口 人
11 30～34歳 人 口 人 処 理

加工方法
A指 標
B指 標
登録指標

1.登 録2.解 除

1.A/B2.順 位 値3.構 成 比4.ラ ンク

国 勢 調 査 人 口

面 積

人 口 密 度

12 35～39歳 人 口 人
13 40～44歳 人 口 人
14 45～49歳 人 口 人
15 50～54歳 人 口 人

■
単 位

1

PF1 PF2

,盲

PF3 PF4 PF5 PF6 PF7 PF8 PF9 PF10

辞R英 大
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(d)出 力方法の指定

検索 された地域、或いは施設の情報をどのようなタイプで出力するかを指定する。

表4-3出 力方法の指定範囲

出 力 方 法
情 報

指標数 指標の属性
ゾー ン 町丁 個別 路線

リ ス ト ○ ○ ○ ○ 1-8

数 値 マ ッ プ ○ ○ 一 ○ 1 定量のみ

階 級 値 マ ッ プ ○ ○ 一 ○ 1 定量のみ

散 布 図 ○ ○ ○ ○ 2 定量のみ

グ ラ フ ○ ○ ○ ○ 1-2 定量のみ

レ ー ダ ー チ ャ ー ト ○ ○ ○ ○ 3-8

分 布 マ ッ プ 一 一 ○ 一 一

塗 り 分 け マ ッ プ ○ ○ ○ ○ 1 定性のみ

イ メ ー ジ 情 報 ○ ○ ○ ○ 一

これ らの出力方法は選択 された情報や指標数及び、指標の持つ属性(定 量、定性、文字)に よって

出力の可否が決まる。

② 構 成

メ ニ ュ ー

1.情 報 フ ァ イ ル の 指 定

2.出 力 範 囲 の 指 定

3.出 力 情 報 の 指 定

4.出 力 方 法 の 指 定

リス トによる地

域(施 設)の 設定

及び半径の設定

設定地域(施 設)

の地図による

確認

マップによる路

線及び線側巾の

設定

情報選択後の指

標一覧表による

指標の選択

Ψ

フ ァ イ ル 編 集 へ

操作性を考慮 して、基本的に対話形式で設定を行う。
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a)メ ニ ュー

設定 は、メニ ューを 中心 と して、各項 目の設定 を個 々のプ ログラムで行 い設定終了 後は、メニ ュー

に戻 って来 るよ うになって いる。 メニューでは、常 に現在 の設定状況を表示 す る。また、"1、 情 報

ファイル の指定"や"4、 出力方法 の指定"な ど、比較 的設定項 目の少 ない ものは、 このメニ ュー上

で設定を行 う。

これ らの設定 が全て行わ れた場合 は、 いつ で も検索 へ移 行す ることが でき るよ うにする。

スター ト

1.情 報 ファイル一覧を表示し、その中から1

1.っ を選択
。

メニュー

情報ファイル設定

2.出 力範囲一覧を表示 し、その中か ら1っ を

選択。

2・"全 域"の 時は"3"へ 、
."指 定 路線

NKm圏 の時は・(d)マ 。プによる路線
メニュー

出力範囲設定,'及 び線側巾の指定へ、それ以外は"(C)

リス トによる地域(施 設)の 設定及び半径

(b)ま たは(d)へ
の設定"へ

(b)ま たは(d)よ り3
.

3:情 報一覧表を表示 し、その中か ら1っ を選

メニュー 択。

出力情報設定

選択後、"(e)指 標 一覧表による指標の

選択"へ(e)へ

(e)よ
4・4 .出 力方法一覧表を表示 し、その中から1つ

を選択。メニ ュー

出力方法設定

㌶
か

で

ま

能

ー

ー
Ψ

ロ

一

小

-

可

一

5.全 ての設定が終了したら、"出 力OK"の

表 示で"次 の作業"キ ーで、ファイル編集

へ

※1～5は 、任意にカーソルで設定項目の移動

が可能とす る
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(b)リ ス トによる地域(施 設)の 設定及び半径の設定

ス タ ー ト

㌦1
.

市 区 町 村

一 覧 表

4.

No

1.メ ニ ューで"指 定 した市区町村"が 指定 さ

れた場合など、全 市区町村の一 覧表を リス

トの形で表示す る。

2.一 覧 表 より検索対象を設定 してい く。

3.も し出力範 囲が"周 囲NKm圏"で あ れ

ば、半径を入力す る。

4.全 て の設 定が終了す る と、 メニ ューへ戻 る

が、設定状況 を地図 で確認 したい ときは、

"地 図確認"を 選択 す る
。
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(c)設 定地域(施 設)の 地図による確認

蓼象上
表

対

プ

索

ツ

〆
検

マ

】

1.b)で 設 定 された検索対象を マ ップ上 にハ

ッチ ング(面 情 報)も しくは ドッ ト(点 情

報)で 表示す る。

2.設 定 がOKで あ れば メニ ューへ戻 るが、再

設定 を行 う時 は、"b)リ ス トによ る地域

(施 設)の 設定及 び半径の設定"へ 戻 る。
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(d)マ ップによ る路線及 び線側 巾の指 定

ス ダ ー ト
、

1.

マ ッ プ

表 示

マ ッ プ 上 に

指 定 路 線

表 示

4.

設 定 終 了

1.画 面上に白地図を表示

2.白 地図上に指定路線図を表示

3.指 定された線側巾で、指定区間(○ ○駅～

○○駅)を 白地図内にハ ッチング

4.区 間の指定は複数行 うことが可能
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(e)指 標一覧表による指標の選択

ス タ ー ト

ヒ
日}

指 標 区 分

の 設 定

ヒ
日}

ヒ
H}

指標は分類化 しているので、大分類、小分類の

設定を行 う。但 し、分類を選択 しない場合は、

対象指標は、全ての指標とする。

響
NO

メ

設定 した分類に属する指標を画面上に表示す

る。

別の区分か らの設定 も可能とする為、区分の再

設定の機能を持たせる。

指標は最大8個 まで選択可能とする。



(2)編 集部

① 編集内容

設定部で設定された条件に従 って、対象地域や対象施設をマスタ(情 報)フ ァイルより読み込ん

で、ワークファイルに書 き込む。

② 構 成

設定部よ り

1

○
コ ン トロ ー ル

フ ァ イ ル

読 込 み

マス タ(情 報)

フ ァ イ ル

読 込 み
'一

フ ァ イ ル 編 集

○
ワ ー ク

フ ァ イ ル

書 き 込 み ・

∵

設定部で設定された項目は、すべて コン トロー

ルファイルへ書 き込 まれているので、その情報

を読み込む。

コ ン トロール ファイルの情報 に従 って該 当マス

タフ ァイルを読 み込 む。

コン トロール フ ァイルの情 報に従 って マス タフ

ァイル情報 を編集 す る。

編集されたデータを ワークフ ァイルに書き込

む。

出 力 部 へ
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(3)出 力 部

設定部及び編集部 で作成 され た コン トロール ファイル及 びワー クフ ァイル、情報 フ ァイルを読 み込

み編集 して、画面 、プ リンタに出力す る。

(a)リ ス ト

検索結果を表形式で、表顕に指標、表側に地域名または施設名を、画面、プリンタに出力する。

一回に出力できる指標数は8個 までとする
。

リス ト出力は、以下の機能を持つ。

ソー ト 定量データの大小により表側を、昇順降順に並べ替える。(ソ ー トのKEYと

して、設定指標の中から選択する。)

構成比 定量データにおいて各指標データの縦計を100

割合を出力する。

とした時の各地域における

NKm圏 の詳細 周囲NKm圏 や線側NKm圏 を複数設定されている時は、第1画 面として各

NKm圏 ごとの合計を出力、第2画 而として各NKm圏 ごとで構成 している地

域の詳細を出力。
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/、

ス タ ー ト
＼ ノ

コントロール、ワー ク、情報 ファイルの読み込み

リス ト出力のためのデータ編集

ファンクションキーで処理 を選択

○
データ
読み込み

一

データ編集

〉

リス ト

画面出力

ファンクションキー

入力

lll ll

プリンタ

出力

→
ソー ト 構成比 Nkm圏 編集 改頁

〔 ・二・一 〕
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(b)数 値 マ ップ

図4-8数 値 マ ップ 検索結果を情報ファイル内全域をマ

ップ出力 し、区界ごとの指標データを

数字で表示する。

線情報選択時は、区界の他に路線図を

表示 し、その区間ごとに指標データを

路線図上に表示する。

数値マ ップは、以下の機能を もつ'(マ

ップ出力は数値マップに限 らずすべて

以下の機能をもっ)。

(確認)

,画 面上の任意の区界をマウスで指定 し、その指定された区界内の地域名(例 えば、市区町村名や、

町丁名)を 表示す る。

一47ー
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図4-9数 値 マ ップ(拡 大)

(拡大)

画面上の任意の範囲(左 下点 と右上

点をマウスで指定)を 指定 し、その範

囲内のマ ップを拡大 して、画面上に出

力する。

◇
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プリンタ

出力

データ

読み込み

データ編集

数値マップ
画面出力

フ ァ ン ク シ ョ ンキ ー

入 力

拡大 確認
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c)階 級 値マ ップ

図4-10階 級 値マ ップ
設定 され た、指標 にっいて、その指

標 デー タを5階 級 に振 り分 け、階級 ご

とにハ ッチ ングパ ター ンをかえて、マ

ップで出力 する。

線情報 の場合 は、区間 ごとに線 のパ

ター ンをかえて 、路線図 をマ ップ上 に

出力す る。

階級値 マ ップは、以下の機能を もっ。

(拡大)

数値マ ップと同 じ。

(確認)

数値尾 ップと同 じ。

(再設定)

階級設定のディフォル トは、5ラ ンクが均一に分布するように臼動的にデータ編集されるが、再

設定を行うことによって、ランク値及びランク数(2～5ラ ンクの範囲)を 自由に設定できるよう

にする。

階級区分 件数

薗
2415

30033 142

目
1258

2415 142

図
391

1258 142

冒
100

391 143

圏
0

1四 143
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プリンタ

出力

データ

読み込み

データ編集

ランク設定

階級値マップ
画面出力

フ ァ ンク シ ョンキ ー

入 力

ランク設定は、初回できるだけ各ランクが均一にな

るように5ラ ンクで目動的に設定する。
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(d)散 布図

2つ の定量データをX軸(最 初 に設定 した指標)、Y軸(2番 目に設定 した指標)に とり、対象地

域(施 設)ご とに ドッ ト(X)で 散布状況を出力す る。

Y

×

メ

図4-11散 布 図

ピ

づ

∀x

、

ス

β

メ

冒

X

X

/

一∠

工

/

` 一一一'

X

.江

さらに、X、Yの 相関関係を最小自注によ

り、Y=aX+bの 直線式及び相関係数を

計算す る。

また、この散布図を4分 割、9分 割、(自

動設定、任意設定)を 行い、グルー ピング

す る。

左図のようにグループ化された(こ こでは

1～IV、 これを象限とよぶ)地 域を以下の

出力で分析を行 う。

象限(1～IV)別 地域(施 設)名 リス ト

象限別 リス ト

象限別グラフ

セグメンテーションマップ
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データ

読み込み

編集

散布図
画面出力

相関係数出力の有無、散布図
の分割設定を行う

法

一

方

択

ユ

析
選

二

分

メ

分析方法
設定

セ グ メ ンテ ー シ

ョン マ ップ
象1眼別地域

名リス ト
出力指標
設定

リス ト グラフ

メ ニ ュー
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(d)-1

・象 限別地域名 リス ト

散 布図で分割 された象限 ごとの該 当地域(施 設)名 を リス トで出力す る。

図4-12地 域 名 リス ト

(IV象 現)

(皿 象現)

A

(H象 現)

へ

(1象 現)

○○町

××町

△△町

〈

・象現別 リス ト

出力 したい情報(指 標)を 選択後 、象現別 に リス トで出力す る。

詳細 は"P45の リス ト"と 同 じ。

・象現別 グラフ

出力 したい情報(指 標)を 選択後、象現別 にグラフで出力す る。

詳細 は"P47の グ ラ フ"と 同 じ。

・セ グメ ンテー ションマ ップ

図4-13セ グ メンテー ションマ ップ

圏
-

互

巡

㌃

象現別 にハ ッチ ングパ ター ンを変 えて、

マ ップで出力す る。

ただ し、個 別 情 報の マ ップ出 力 は しな

い。

"拡 大"
、"確 認"機 能 は、他 のマ ップ

と同 じ機能を持つ。
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(e)グ ラフ

検索結果を横棒グラフで出力する。指標は2っ まで設定が可能である。

図4-14横 棒グラフ

。。吟

・・今

4へ 今

:

:

2指 標設定された時は、1番 目の指標を

上段、2番 目の指標を下段に表示する。

グラフ出力は、以下の機能をもっ。

ソ ー ト P45の リス トと同 じ

NKm圏 詳細 P45の リス トと同 じ

一55一



プリンタ

出力

データ

読み込み

データ編集

グラフ
画面出力

フ ァ ン ク シ ョンキ ー

入 力

NKm圏

編集
改頁
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(f)レ ー ダ ー チ ャ ー ト

図4-15レ ー ダ ー チ ャ ー ト

設定された指標にっいて、対象地域(施

設)全 体のデータ値合計か ら任意の地域

(施設)の データ値を平均値、偏差値の2

とおりでレーダーチャー トで出力する。

出力可能な指標は、定量データのみで3～

8指 標を選択できる。
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データ

読み込み

編集

対象地域
(施設)
一覧表

出力地域(施 設)
選択

レーダーチャー ト

出力

(平均値)

対象地域(施 設)一 覧表より一地域だけ選択

して、レーダーチャー トで出力する。

レーダーチャー ト

出力
(偏差値)
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(g)分 布 マ ップ

図4-16分 布 マ ップ

個別情報についてのみ、施設の位置の分布状況

をマップ内該当地域へ白色 ドッ トで描画す る。

この時、指定された指標とは全 く無関係に出力

する。従 って、指標は選択 しなくても出力可能

である。

分布マップは、以下の機能を もっ

(拡大)

数値マ ップと同 じ機能である。

(確認)

数 値 マ ップと同 じ機 能であ る。'
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プリンタ

出力

データ

読み込み

データ編集

分布マップ
画面出カ

ーキンヨ
]る"フ

確 認
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(h)塗 り分 けマ ップ

塗 り分 けマ ップは、而 ・線(ゾ ー ン ・町丁 ・路線)情 報 と点(個 別)情 報 とで は、 出力 パ ターンが

異 なる。

図4-17塗 り分けマ ップ

面情報

、●

lll麟
1

…豫 に .
をz… ∵ ・'

,'㎡
」 ・A…

点情報

塗 り分けマ ップは、定性データの時のみ出力可能で、地域(面)で は、例えば、"用 途地域"な ど

と云 う指標が指定されると用途別に地域を色とハ ッチングパターンを変えて区界内を塗 り分ける。個

別(点)で は、 ドットの色を変えて分布状況を描画する。
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データ

読み込み

編集

定性データのカテゴリーを一覧表で表示し
色 ・パターン(面 情報のみ)を 設定する。

カテゴリー項目
一覧表

タ
定設

色

了

塗 り分け
マツプ

ファンクションキ

入力

再設定

 

認確大
プリンタ

出力
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(i)イ メ ー ジ情報

図4-18イ メ ー ジ情報

検索対象地域(施 設)の 中から

出力 したい地域(施 設)を1っ

選択。選択された地域(施 設)

についてイメージ情報の一覧 と

して、選択されたイメージデー

タ及びその説明としての文字情

報を画面に出力する。

なお、文字情報のみの場合は文字本文をイメージデータで、またそのタイ トルを文字情報として処

理する。
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ス タ ー ト

データ

読み込み

地域(施 設)
一覧表

出力地域(施 設)
入力

イメー ジデータ

文字データ
読み込み

イメージ情報

出力

終 了
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4.22条 件 検索

条件 検索 は、 データの検索 ・出力を行 う際に、あ る制限条件をあ らか じめ設 定 して、その条件 に適

合 したデー タを検索 して加工 ・集 計を行い出力す る。

例 えば、人 口総数 が5,000人 以 上の市町村 を対象 に、そ こに住 む20才 代 人 口が どれ くらい居住 して い

るか?と か、○○駅 の周囲4Km以 内 の市町村の工業出荷額 がどれ くらいか?な ど業務の 目的に合せて、

種 々の条件 を設定 して検索す る ことがで きる こととす る。条件は同時 に3っ まで設定 で きるもの とす

る。

設定部 で条件設定をす る以外 は、編集 部、出力 部 とも同 じ処理で ある。

(1)設 定 部

① 設定 内容

(a)情 報 フ ァイルの指定

4.2.1〈a)と 同 じ

(b)出 力範 囲の指定

4.2.1(b)と 同 じ

(c)出 力 情 報の指定

情報の選択 は4.2.1(c)と 同 じ

情報選択後条件設定 を行 った後に指標の選択をす る。

(d)出 力 方法 の指定

4.2.1(d)と1同 じ

② 構 成

メ

1.情 報 フ ァ イ ル の 指 定

2.出 力 範 囲 の 指 定

3.出 力 情 報 の 指 定

4.出 力 方 法 の 指 定

指 標 の 選 択

条件設定以 外 は、すべて"情 報 の検索 ・出力"と 同 じであるので、 ここで は条件 設定 にっいてのみ

記述す る。
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(a)条 件設定

条件設定は、まず条件をかける指標を選択 し、その指標に対 して条件をかけてい く。条件指標は同

時に3っ 迄 しか設定できないが、条件設定を繰り返 し行 うことにより3っ 以上の条件を設定できる。

設定される条件は、指標の属性によって異なる。

定性データ ○番

○番～○番

○番と○番と○番

という形で"○"の 部分をカテゴリー一覧表より番号で選択

定量データ ○以上

○以下

○～○

○に等 しい

という形で"○"の 部分に数値を入力

文字データ 英数カナ文字 漢字(日 本語文字)入 力

上記のように条件を設定 して行き、この条件に満足 したものを検索対象地域(施 設)と して以後、

出力側に渡すことになる。

条件設定後、条件検索を行い、検索対象地域の表示を行 った後に、出力の指標の選択に移す。

(2)編 集 部

4.2.1(2)と 同 じ

(3)出 力 部

4.2.1(3)と 同 じ
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ス タ ー ト

NO

終 了

YES

晶

検 索

検索結果
出力
○ 検索地域(施 設)

の地図での確認

NO

再設定

YES

指標の選択
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4.2.3情 報 の入力 ・修正

(1)概 要

ここでは、デー タベ ースのデータの更新を行 う。

情報 フ ァイルのデ ータは各情 報(ゾ ー ン ・町丁 ・個別 ・路線)ご とに以下 の項』目を更 新可能 にす る。

(追 加 ・修正 ・削除がで きる もの)

指 標 ・施設 く個別)

(修正 がで きる もの)

ゾ ー ン ・町丁名 ・デー タ値 ・イメージ情報

また、 システ ムの構成 は指標の追加 ・修 正 ・削除名称の追加 ・修正 ・削除データの入力 ・修正 イメー

ジ情報 の入力 ・修正

これらの項 目は、図4-19で 見 るよ うに、並列 に配置 し、操作性 の向上 を図 る。

図4-19情 報 の入力 、修 正メニ ュー

情報の入力 ・修正

メニュー

1

指標の

追加 ・修正 ・削除

名称(ゾ づ ・町丁…)

の 追加 ・修iE・ 削除
データ入力 ・修正

イメージ情報

入力 ・修正

L

自動 集 計

加 工計 算

(2)詳 細

(a)メ ニ ュー

データ更新 に必要 な項 目設定を行 う。

項 目と しては

1.情 報 フ ァイルの指定

2.情 報 の指定

3,更 新 項 目の指定

の3項 目にっいて設定を行 う。1.2に っ いて は、"4.2.1情 報 の検索 ・出力"と 同様。
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3の 更 新項 目の指定 では

1.指 標 の追加 ・修正 ・削除

2.名 称 の追加 ・修正 ・削除

3.デ ー タの入力 ・修正

4.イ メ ー ジ情 報の入力

の 中か ら1っ を選択 して、各作業 に流れる。
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ス ター ト

設定終了

指標の

追加・修正・削除

データの

入力・修正

/イ
メージ

入力・修正/

(b)参 照

(d)参 照

(e)参 照

(f)参 照
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(b)指 標の追加 ・修正 ・削除

指標一覧表から設定された指標の追加 ・修正 ・削除を行 う。

・追加(新 既指標を作成登録す る)

以下の項目を入力 して、新既指標の登録を行 う。

指標名称

施設区分

指標区分

データ形式

単位

小数点桁数

個別の時のみ分類を入力する。分類一覧からの選択

指標の分類を入力。分類一覧か らの選択

定性=カ テゴリーデータ

定量=数 値データ

文字=文 字データ

の中か らその指標の属性を入力する。

定量データの時のみ数値データの単位を文字で入力する。

定量データの時、その数値データのとり得る最小の小数点桁数を数字で入力す る。

・修 正

既存指標の各項目を修正す る。

・削 除

既存指標を削除する。

"追加" ・"修 正"に っいてはデータ形式が"定 量"(数 値データ)の 時
、 自動集計(但 し"ゾ ー

ン情報"の 時は無 し、)及 び加工計算を実行するか否かを入力、"す る"で あれば処理を自動集計、

加工計算へ移す。"し ない"で あればメニューへ戻る。
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ス タ ー ト

YES
追 加

NO

指標一覧からの
対象指標選択

YES

削 除

NO

削除指標
項目表示

削＼,

指標項目表示

NO

入力項目設定

YES

デ ータ

削除

データ

更新

NO

定 量

YES

NO

欝〉
YES

メニ ュ ー
(c)へ
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(c)自 動集計 ・加工計算

自動集計とは、個別の任意の指標データを町丁の任意の指標データへ、町丁であればゾーンへ集計

する機能をいう。

加工計算とは、任意の指標Aと 指標Bと を組合せて計算させてデータを作成す る機能をいう。

・自動集計

集計の方法は、

データ値を加算 して行 く方法→"合 計

集計"と よぶ ・

データの有無でその出現回数を加算す

る→"度 数集計"と よぶ

の2通 りか らの選択とする。従 って集

計元のデータ形式 は何であってもかま

わないが、集計先は必ず定量でなけれ

ばならない。

さらに集計時に条件を付けて行うことを可能とする。

例えば、"従 業員が30人 以上の事務所だけを度数で集計する"。

鷺 ⇒:麗 事業所
と云 うような処理を行 う。

・加工計算

加工計算は、既に入力されている指標を加工 して、新 しいデータを自動的に入力する機能である。

例えば

"人口"÷"面 積" 一"人 口密度"

と云 うように手入力の手間を省 くことができる。但 し、使用される全ての指標のデータ形式は、

"定量"で なければならない
。
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ス タ ー ト

NO
自動集計

YES

加工式
設定

被加工
データ
読み込み

加工計算

加工データ

書込み

＼

＼
自動集計
設定

ノ

○
集計元
データ
読み込み

ノ

＼

○
集計先
データ
書込み

ノ

一

〔 ・二・一 〕
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(d)名 称の追加 ・修正 ・削除

名称とはゾーン名、町丁名、施設名、路線名を指す。これ らの名称の中で、追加 ・削除が可能なも

のは、施設のみとする。他の名称は修正のみを可能とする。

項 目 個 別 町 丁 ・ ゾ ー ン 路 線

名 称 施 設 名 称 地 域 名 称 路 線 名 称

区 分 業 種 分 類 等 設定 な し

住 所 町丁一覧より選択 設定 な し

カ ナ 名称の頭2文字を入力
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『
追

名称一覧からの
対象名称
選択

削除名称
項目表示

データ削除

更新名称
項目入力

入力項目設定

データ更新
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(e)デ ー タの入力 ・修 正

町 名 指標A 指標B 指標C

××町
△△町

○○町

1234

567
8901

××
△△
○○

二
～

書

・

右

,

＼

修正を行う指標(複 数指定可能)及 び地

域や施設(複 数指定可能)を 設定後、表顕

に指標、表側に地域や施設に置 く表形式で

バ ッチのイメージで入力を行 う。

表向には、既データを表示 しておき、新

データを上書 き形式で入力する。

データの取扱いは、データ形式によるが、不明データなどは欠測値として対応できるようにする。
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ス タ ー ト

指 標 一・覧

指標設定

NO

終 了

YES

地域(施 設)
一 覧

地域(施 設)設 定

NO

デ ー タ

フ ァ イル

終 了

<→

YES

/

リス ト形式での

データ入力

一

〔 ・二・一 〕
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(f)イ メージ情報入力 ・削除'

イメージ情報は、イメージ情報か ら入力され るイメージデータとキーボー ドより入力される文字情

報で構成される。

地域や施設の一覧表より入力する対象を1つ 選択 し、イメージデータ及び文字情報の入力及び削除

を行う。
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ス ター ト

地域(施 設)一 覧
からの選択

YES

NO

NO

終 了

文字情報

YES

メ ニ ュ ー

1

イメージリーダー

からの入力

イメージ処理

イメージ

画面表示

一
OK

NO

文字情報
読み込み

文字情報
入力

文字情報
書込み

YES

イメージ

データ

書き込み
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4.2.4画 面 遷 移 図

当システムの大体の流れを画面 ごとにおって行 く・と以下のような流れとなる。

工9ア'イ ナ 亀7クcシZl」 ▲

1・ ・・・… 笛■o校 舎 ・畠力

2■ ・.・ ・.,条 件 検 宙

3・ ・・・… 情帽㊨入 力・修正

o'''''"旅:了

次の作垣を速決しr下8い 口[ピ ん

1～3の 項目の中から

番号で作業を選択する。

P85へ

出力範囲の設定

[出 力殴定 ハ

出 力 ば 市`東 京 停 代田・港・鯖晴・文責・泊答α,

出 力 情 報8
出 力 方 法.
出 力

∈巴匹巴画－

NO

情報ファイル選択後、検索対象とする

地域をメニューの中から選択する。

全 域

YES

出力情報の指定

t出 力設定 】

幽 力 ■ 電1東 京 《千代田・籠 ・断書・文責 ・決答区}
出 力 題 ■,舟 宣した町TO周 囲Nkm田`掴 取舟定可}

中心町丁の指定

【出力田面 中心町了O逼 民

中心町「「bら の車田.3.Ok■ 鹿

自 力 カ 法:
出 力

'一 ン

2町1情 報
3■1別1冒 ■

.

巨円理'堅 巴里巴

E竺巨竺巴≡ii≡巴ヨー
2～5を 選択 した時2.3で あれば指定ゾーン

または町丁を、4.5で あれば中心とする町丁

または施設を選択する。

P82へ

出力情報を上記3つ の中より選択
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条件設定

指標の指定

条件検索
YES

NO

条件をかけるべき指標を選択
し、その指標にっいての条件を

設定する。

該当町丁の表示

条件に該当した町丁の件数及び

その結果を出力す.る。'

【幽方領領 】町丁抱■o選 択
逼炉
番句
、●檀
頂 ■ 名 皐但

人人口61早
:
:

`
`
.
r

『

出力可皆方法

りスト 鼓笛マ,プ
陪侵値▼ププ グラ7

－
PP4」 一で惇貢を遣訳して下さい・

～

L

圏魎]一

ぱ
PF2

爾 頁口
PF3 Pi4 P'5 一

選択された情報に登録されている指標一覧

表を表示 し、指標の選択を行う。

出力方法の指定

【山方殴定 】

出 力8市 ・東京`千 代田 ・泡 ・餌宙・文京・渋谷区)
出 力 田 圃,掴 宣した町丁の周囲Nkm■(複 敵紛定可,

巨巴匹匹四 巴盃 竺巴四

ファイル編集

P83-P84へ
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入力 ・修正項目の指定
債■㊨入力 ・悟正

切■77イ ル㊨舟宮 東東(千 代田 ・々 ・●富・文ヨ【・渋谷区)
町下情陪

入力・佑E項 ■O遺 民

1油 田◎追加 ・修正 ・簡●
2名 称o登 呂 ・め田 ・■蝕

P67へ

指標の修正

加

口出ぬ

{]〔 圏唖 ヨ

工
Yes

修正指標の指定

【町了畠田O修 正1摺 出の逼翼

L

指標の修正

【ゾーン籍百の修正】 抱檀の入力

舟0名`人 口61■

9一 ク特性:地 域循ロ

ター ■Brt:欧 字(定 量ハ

皐 位.人

小政魚田飲酒

■凸旭●壱行い 窟すか.〔i.は い2.い いえ}
薗

'【町下宿極O修 正】 抱恒O入 力

抱 ■ 名:人 口宙度/kゴ

デ一夕特性ま加工傭■

9-■ 那rt:敗 字(加 工》

皐 位.人

小鼓皇桁餓;1

加工集計射手い窟すか.".は い2.い いえ) ■

集計条件の設定

〔ゾーンデータo修 正】 自借賃齢項目o設 定

{ゾーン情報,
出 力 抱 榎t人 口61皐

`町下情■,
入 ヵ 舟 田t人 口61隼

《町了情緒》
条 件 拍 田
'→ 悟民
草

条 件

L

加工条件の設定

【町了「一夕O修 正】 加工集計項目の設定

出力抱檀:人 口密度/k㎡

加 工 式:(入 力舟田A◆ 人力舟田B)◆k

加工式一《〔人口61皐

L －
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YESデ
ータ入力

NO

名称の指定

t抱観名称の修E〕 名#の 辺駅 《市区町村役所}

囲
箆殴敗c46PAGε1'2

1神田錨 』
神俣町とロ:所

。嘗織 縞
買京都庁

閂『 番長 主碁・
{

赤坂 買:1
廓石 貨'i`

16 30
1了 31 戸壌特別出墓所

、.和 泉・副.1所

上屋 豊`.1.
18
硬川出ζ.万.
駒込出張丹.

{,
F

Ω
臼

《 ナ 》
西置1自彊断

.8.lr`H!張 断

.】 旦】竺`.!所

大久 …1`1`出 張所
.ヲd`:.`■..1

,
3i::窪田1所 田直和蛋万!

` i..'.出.1所 1:ハ,

:1司 町1馴 出張所
.1 「五所 4

= 所 5 初台u..所
書町,皇..所.`大 四:.工,ll :

Fw浄
}.{.区``
`.1出11所

,:1区!1所

q.`.廟 出

」

:6
710天 塚1.煩'll

11百 舌1`-91・ 別出張
12鷺 ⇔1`二 特方響出張
13音 羽i`彊 所

λ ζ川,宝.1所
`:

頂

彊所
'

、8
「9
F士 胃.:.昼席

干`:谷 出`彊厭 【豆ls「;ζ.所
《 ク ⊃ .o ⊆町出`1.所

《 カ.` )
1、1脚,弼 所 劉編 41 。憧`晶 所

L－

入力指標の指定

這貿西ロー 8
1. 田"」 西人吾 子髄1'
uH,』 亘人日 ・552.
5. 住民邑`臼s人u・03

」

, .F..

■ ■

名称の修正
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4-3入 出力仕 様

4.3.1デ ー タ構成

本 システムにおけ るデータ ファイル は

コ ン トロール フ ァイル

ワークフ ァイル

情報 フ ァイル(デ ータベ ース)

で 構成す る。

コ ン トロールフ ァイル とは、 システム稼動に必要 な情報(例 えば、設定条件 などの情 報)を 格納す

る為の フ ァイルであ る。

ワークフ ァイルは、処理を次 に移行 する場 合に一時的 にデ ータを格納 す る(フ ァイル編集 か ら出力

への移行 など)為 の ファイルで ある。

情 報 フ ァイルは、構 築 され たデ ータベースを格納 す るフ ァイルである。

図4-20フ ァイル構成

コ ン トロー ル

フ ァ イル

ワ ー ク

フ ァイ ル
情報
ファイル
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システムのファイル入出力の処理をこれらのファイル単位にみると

図4-21各 処 理 の フ ァ イ ル 構 成

"情 報 の 検 索 ・出 力"

及 び"条 件 検 索""情 報 の 入 力 ・修 正"

一 ーーーーーー一一 〉<一 ーーーー一 一ーー一

定 部 コ ン トロー ル
フ ァ イル

ワ ー ク

フ ァイ ル

情報
ファイル
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4.3.2コ ン トロールファイル

設定部 において設定 され る情報が すべて コン トロールフ ァイルに書 き込まれ る。編 集部、出力部、

入力部で は、 この情報を読 み込んで処理 を行 うことになる。

4.3.3ワ ークファイル

編集部で、編集 された情報が書き込まれる。例えば、検索対象の地域や条件検索で抽出された施設

などの情報をワークファイルに格納 し、この情報を読み込んで出力部、入力部で該当の処理を行 う。

4.3.4情 報 フ ァイル

構築 され たデータベースを格 納す るフ ァイル群で ある。

情報 フ ァイルは、各地域 ごとに分割 され格納す る。例えば、"福 岡県全域""福 岡 市"な どが1っ

の情 報 フ ァイルと云 うことにな る。 これ らの様 々な情報 ファイルが集合 して 、デー タベースを構成 し

て行 く。

さらに、情報 ファイルは大 き く分けて、"指 標系"と"座 標系"で 構成され、各 々が面 を2階 層(例

えば、 ゾー ン、町丁)、 点(例 えば、施設)、 線(例 えば、路線)の4つ の情報 で構成す る。

図4-22情 報 フ ァイ ル の構 成 内容

情 報

ファイルー

ン

ル

ー

イア

ゾ

フ

町 丁

フ ァイル

個 別

フ ァイル

路 線

フ ァイル

ゾ ー ン

フ ァ ル 國 個 別

フ ァイル

路 線

フ ァイル

一89L



(1)指 標 系

各情 報(面 、点、線)と もに基本構成 のフ ァイルは下表の もの とす る。

表4-4指 標 系の基本構成 ファイル

フ ァ イ ル 名 内 容

指 標 名 称 フ ァ イ ル 指標名、指標属性、ポインタ等

名 称 フ ァ イ ル 町丁名やゾーン名

デ ー タ 登 録 フ ァ イ ル 指標データ

カテ ゴ リー名称 フ ァイル 定性データのカテゴリー名称

イ メー ジ情 報 フ ァイ ル 画像処理時のイメージデータ

文 字 情 報 フ ァ イ ル イメージ(画 像)デ ータ出力時の説明文

指 標 区 分 フ ァ イ ル 指標区分名及びポインタ(面 、線情報のみ)

個 別 区 分 フ ァ イ ル 個別区分名及びポインタ(点 情報のみ)
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これ らの フ ァイルは、ポ イ ンタで っないで、いわゆ る"索 引順編成"の フ ォーマ ットと し、 ラ ンダ

ム及 び シーケ ンシャルア クセ スを可能 と し、使 い分 けによ って検索効率を上 げる ことを 目的 とす る。'

図4-23各 フ ァイル のっ なが り
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'

図4-25指 標 系 データの構成
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(2)座 標 系

座標 フ ァイルは、ポ イ ンタフ ァイルと座標 データフ ァイルで構成す る。

図4-24座 標 系デ ータの構成
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5.今 後 の課題





一
「地域開発支援型情報システム」のようないわゆるデータベースシステムは、長期的な計画の もと

に、データの構築だけでなく、 システムそのものの構築についても実施 していく必要がある。

一般的にいって、データベースシステムは、次のような点について充分に検討 していくことが重要

な課題 となる。

操作性

データ量

データメンテナンス

ハー ド構成

運用管理

ネッ トワーク

以下、実用 システムの構築を前提として各々の項目にっいて述べていく;
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1.操 作 性

データベース システムの一般的評価として"操 作が複雑でわかりにくい"と いうことである。この

パイロットシステムも基本設計として 「対話指向」型で設計 したが、 「簡単な操作で複雑なデータ処

理ができるか」という基本姿勢で、当システムを運用 して行く必要があるとともにシステム側も、こ

れらの次々発生 して来るニーズに充分答えられるような汎用性をもったシステム設計をしておかなけ

ればならない。

2.デ 丁 夕量

当 システムは、スタン ドアローン型のパ ソコンシステムであるが、近年パソコンのディスク容量 も

随分大きくなり座標、指標、イメージ、文字情報などを登録 しても、充分データベースシステムとし

て対応可能と思われ る。 しか し、データ量が大 きくなれば、なる程、容量設計を充分に検討 しておか

ないと、将来的にデータベースを構築 していくにしたがって、物理的に容量不足によって登録 しきれ

な くなる場合 も発生するであろう。

従 って、スタンドアローン型のシステムを考える場合その使用目的を明確にし、不要なデータは登

録 しないというような方針のもとに細かな設計をす る必要がある。

3.デ 一 夕メ ンテナ ンス

データメンテナンスは、情報が 日々移 り変わる今 戸ではデータベースの検索以上に重要な処理 と云

える。

メンテナンスのシステム面では、

操作性

入力 ミスなどによる異常値チェック

他 システムデータとの互換

などの考慮が必要であるし、また、運用面では、

更新のタイミング

データのバ ックアップ

などについての規則等を検討 しておく必要がある。
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4.ハ ー ド構 成

パイ ロッ トシステムは下図のよ うな構成 で考えているが

「

パ ソ コ ン

ド

デ ィス ク

これ らの 「機種をどうするか」は勿論であるが、

光ディスク

プロッタ

ネットワーク(LAN及 び通信)機 器

CDロ ム にっいても将来的にどのような構成にしていくか検討 してい く必要がある。
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5.運 用管理

システムの効率性(有 効性)、 信頼性、安全性を確保する目的において、運用管理をどのように行

っていくかは重要な課題である。

効率性の確保は、システムの有効利用の追及であ り、使用目的を明確にし、 システムを総合的に点

検 ・評価 しデータベースとしての利用価値を高めることである。

信頼性、安全性の確保とは、セキュリティやメンテナンスをどうするかによって決まって くる。

データベースには、共通データも機密セliの高いデータも格納されている。従 って利用者が勝手に全

データを使用で きるとは限 らないので、利用者が機密データを故意にアクセスできないような、防止

策を検討する必要がある。(セ キュリティ)

データベースの利用者の範囲が拡大すると、異常値のデータなどが入力されることもある。従って、

チェックなしでデータベース上へ反映すると、データベースへの信頼性というものは、なくなって し

まうので、充分な管理体制が必要である。

ハー ドウェアやソフ トウェアの異常時対策 として、

⑥一定期間間隔で、データのバックアップをとる。

⑤データの更新記録をとる。

などの対策を考えてお く必要がある。

6.ネ ッ トワー ク

データベースが構築され、 システムそのものが大きくなるに従い、データ量、利用頻度が増加 して

くると、1台 のスタンドアロ一一ン型のパソコンシステムでは、対応 しきれなくなって来る。

また、近年の通信 システムの発達、社会の情報へ対する必要性から考えても、広域に情報を提供す

ると共に情報を収集することは、今後のデータベースとしては、ぜひとも必要である。

すなわち、スタンドアローン型のデータベースではなく分散処理 ・集中管理型のネ ットワークシス

テムとしてデータベースを方向づける必要がある。

勿論、ネットワークシステムでは、前述の項目(1～5)に 加えて、

通信回線(通 信速度など)

プロトコル(通 信制御手順)

データ構成

ファイル共有制御(多 重 アクセス)

各種地域情報 システムなどとの結合化

などにっいて も検討 しなければならない。
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7.ま とめ

データベースシステムを有効に利用 していく為には、システムそのものは単なる器で しかな く、そ

こに登録されるデータ(情 報)を いかに効率的に入手 し、構築を図 っていくかということであり、関

係機関との協力の もとに安定的に収集する必要がある。

これらのデータ収集や初期投資及び更新等の運営資金には多額の費用が必要である。従って、ネ ッ

トワークの設備やコンピュータ資源の効率的な利用により財政面か らの負担の軽減を図ることが望ま

しい。

そのため、外部データベースの活用や現有のコンピュータ資源の有効活用を行 うとともに、常に情

報処理機器及び情報処理技術の開発動向に注視 し、廉価で高性能な ものへの更新についても今後さら

に検討する必要がある。
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